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報

 

  瓦
の
ひ
び
割
れ
や
ト
タ
ン
の
ズ

レ
は
な
い
か
。
ア
ン
テ
ナ
は
し

っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い
る
か
。 

 
 

 継
ぎ
目
の
ズ
レ
や
落
ち
葉
な
ど

で
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
。 

 
 

 ひ
び
割
れ
、
ゆ
る
み
、
が
た
つ

き
は
な
い
か
。
雨
戸
は
き
ち
ん

と
出
る
か
。 

 ひ
び
割
れ
、
破
損
、
ぐ
ら
つ
き

は
な
い
か
。 

 ・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
や
エ

　
ア
コ
ン
の
室
外
機
は
固
定
さ
れ

　
て
い
る
か
。 

・
植
木
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
は
不
安

　
定
に
な
っ
て
い
な
い
か
。 

・
家
の
出
入
り
口
付
近
に
、
倒
れ

　そ
う
な
物
は
置
い
て
い
な
い
か
。 

・
塀
に
ひ
び
割
れ
は
な
い
か
、
傾

　い
て
い
な
い
か
。 

・
側
溝
は
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
。 

 
 

 ・
停
電
や
避
難
に
備
え
て
懐
中
電

　灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
衣
類
、
非

　常
食
、
薬
、
貴
重
品
な
ど
の
非

　常
持
ち
出
し
品
の
準
備
。 

・
台
風
情
報
等
を
注
意
深
く
聞
く
。 

・
飲
料
水
を
確
保
し
て
お
く
（
断

　水
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
）。 

・
浸
水
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
こ

　ろ
で
は
、
家
財
道
具
や
食
料
品
･

　衣
類
･
寝
具
な
ど
の
生
活
用
品

　を
高
い
場
所
へ
移
動
す
る
。 

・
病
人
や
乳
幼
児
は
安
全
な
場
所

　へ
。 

毎
年
、
大
小
の
爪
あ
と
を
残
す
台
風
な
ど
風
水
害
が
発
生
す
る
季

節
で
す
。
台
風
は
発
生
か
ら
襲
来
ま
で
時
間
が
あ
る
の
で
気
象
情
報

を
収
集
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
で
被
害
を
軽
減
で
き
ま
す
。 

一
方
、
短
時
間
に
狭
い
地
域
で
降
る
集
中
豪
雨
は
予
測
が
困
難
で

す
が
、
日
頃
か
ら
家
屋
の
点
検
や
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
事
前
に

避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
危
険
な
場
所
な
ど
を
確
認
し
、
油
断
す
る

こ
と
な
く
、
常
に
万
全
の
備
え
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

　
高
潮
と
は
、
台
風
や
強
い

低
気
圧
に
伴
っ
て
海
水
面
が

異
常
に
高
く
な
る
現
象
で
す
。 
 

ま
た
、
９
月
頃
は
一
年
を

通
じ
て
最
も
潮
位
が
高
く
な

る
時
期
で
す
。
そ
こ
に
満
潮

時
が
重
な
る
と
さ
ら
に
危
険

度
が
増
し
ま
す
。 

　
台
風
が
接
近
し
て
い
る
と

き
は
、
沿
岸
部
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

風
水
害
に
備
え
よ
う
！
 

我
が
家
を
風
水
害
か
ら
守
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
！
 

平
成
20
年
度 

防
災
訓
練 

防
災
活
動
体
制
の
充
実
強
化 

　
土
佐
清
水
市
で
は
、
南
海
地

震
に
よ
る
被
害
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
を
８
月
31
日
（
日
）
午

前
９
時
40
分
か
ら
11
時
30
分

（
予
定
）
ま
で
、
総
合
公
園
予
定

地
（
市
民
体
育
館
前
方
の
造
成
地
）

で
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
航
空
自
衛
隊

に
よ
る
情
報
収
集
･
中
継
訓
練

や
消
防
署
員
等
に
よ
る
倒
壊
家

屋
か
ら
の
救
出
訓
練
、
清
医
会

等
に
よ
る
応
急
手
当
訓
練
な
ど

を
総
合
的
に
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
訓
練
当
日
は
、
会
場

周
辺
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ジ
ェ

ッ
ト
機
に
よ
る
騒
音
等
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
訓
練
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ※
訓
練
の
様
子
は
見
学
で
き
ま

　
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

　（
荒
天
時
は
訓
練
を
中
止
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

 ☆
問
い
合
わ
せ
先
☆
 

総
務
課
総
務
･
南
海
地
震
対
策
係
 

　
　
 （
82
）１
１
３
４
 

家
屋
の
点
検
 

屋
内
で
の
備
え
 

屋
　
根
 

雨
ど
い
 

窓
ガ
ラ
ス
等
 

外
　
壁
 

屋
外
の
設
置
物
等
 

台
風
と
高
潮
 

火 事 と 救 急 は 
 

携帯電話からでも 
つながります 

１１９番 １１９番 

Sna p  S h o t  !  

QQ

AA

不
審
な
ボ
ン
ベ
、 

ポ
リ
容
器
に
注
意
!

　
7
月
15
日
、
下
ノ
加
江
中
学

校
付
近
の
ご
み
置
場
で
ボ
ン
ベ

が
爆
発
し
、
20
メ
ー
ト
ル
四
方

に
破
片
が
飛
び
散
る
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
幸
い
け
が
人
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も
し
、

そ
こ
に
人
が
い
た
ら
重
大
な
事

故
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
海
岸
や
ご

み
置
場
な
ど

で
不
審
な
ボ

ン
ベ
、
ポ
リ

容
器
を
見
つ

け
た
と
き
は
、

絶
対
に
触
わ

ら
な
い
よ
う
に
し
て
消
防
署
・

警
察
署
・
海
上
保
安
署
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。 
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 　「
子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し

い
」「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ

た
ら
、
相
談
窓
口
へ
連
絡
（
通

告
）
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
虐
待
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
場
合
で
も
、
一
人
で
判
断

せ
ず
、
ま
ず
は
子
ど
も
を
守

る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

虐
待
か
ど
う
か
は
、
連
絡
を

受
け
た
専
門
機
関
が
判
断
し

ま
す
。
ま
た
、
通
告
し
た
人

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

 ☆
相
談
窓
口
･
お
問
い
合
わ
せ
☆
 

　
要
保
護
児
童
対
策
 

　
　

地
域
協
議
会
調
整
機
関
 

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
 

 
 （
82
）１
１
１
１

内
線
345
 

 
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
あ
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
今
年
58
回
目
を
迎
え
ま

す
。 

 
本
市
で
も
７
月
７
日
、
18
団

体
55
名
が
出
席
し
て
、
『
第
58

回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

土
佐
清
水
市
実
施
委
員
会
』
を

開
催
。
保
護
司
会
を
代
表
し
て

畠
中
守
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
実
施
委
員
長

の
西
村
市
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
委
員
会
参
加
者
が
市

内
一
円
を
パ
レ
ー
ド
し
た
ほ
か
、

量
販
店
前
で
買
い
物
に
来
た
方
々

に
チ
ラ
シ
･
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
･

う
ち
わ
な
ど
配
り
、
こ
の
運
動

へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

今
年
も
、
全
国
一
斉
に
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
法
務
省
が
主
唱
す

る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

パ
レ
ー
ド
で
呼
び
か
け
 

　
　
　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』 

〜
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
〜
 

１１９番 

Snap  S h o t  !  S n a p  S h o t  !  
7月25日～27日の日程で開催さ

れる「埼玉国際ジュニアサッカー大

会2008」。各県選抜に加え、タイ、マ

レーシア、オーストラリアなどの国

外24チームが参加するこの大会の

高知県選抜18名に、清水JFC所属の

村田勝選手(幡陽小６年)が選ばれま

した。国際的な活躍が期待されます。 

どんなことが虐待となる

のですか？「しつけ」とど

う違うのですか？ 

 

暴力だけでなく、無視や

脅し、心を傷つける言動

なども虐待となります。「し

つけ」とは、子どもの自主

性、社会性、マナーを育む

ことです。 

ご芳志ありがとうございました 
　広報とさしみず送付のお礼として、広報
業務に役立ててくださいと、7月7日、本市
出身で大阪府松原市在住の勝間英昭様
から、また7月17日、三重県志摩市在住の
石原冨士雄様からご厚意によりご寄付を
いただきました。大切に使わせていただき
ます。ありがとうございました。 

土
佐
清
水
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会 

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
、 

 

地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
② 

『
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
し
み
ず
』 

　<

子
ど
も
の
注
意
信
号>

 

○
不
自
然
な
傷
が
多
い
。 

○
お
び
え
た
泣
き
方
を
す
る
。 

○
表
情
が
乏
し
く
笑
顔
が
少

　
な
い
。 

○
特
別
な
病
気
で
は
な
い
の

　
に
体
重
が
軽
い
。 

○
傷
に
対
し
て
の
親
の
説
明

　
が
不
自
然
。 

○
不
自
然
な
時
間
に
外
出
し

　
て
い
る
。 

○
衣
服
や
身
体
が
い
つ
も
汚

　
れ
て
い
る
。 

○
他
者
に
対
し
て
乱
暴
で
あ
る
。 

○
年
齢
不
相
応
な
性
的
な
言

　
葉
や
行
為
が
見
ら
れ
る
。 

○
態
度
が
お
ど
お
ど
し
て
い
る
。 

○
う
そ
が
多
い
。 

○
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
。 

○
傷
や
家
族
の
こ
と
で
不
自

　
然
な
答
え
が
多
い
。 

○
性
的
な
こ
と
に
過
剰
な
反

　
応
を
す
る
。 

QQQ

AAA
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口
腔
体
操
は
、
口
の
機
能（
食
べ
る
、
話
す
、
表
情
を
つ
く
る
、
呼

吸
す
る
な
ど
）を
維
持
･
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。 

 
高
齢
に
な
っ
て
も
、
食
べ
る
こ
と
や
話
す
楽
し
み
を
も
ち
続
け
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
し
、「
元
気
で
自
分
ら
し
い
生
活
」
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
内
各
地
区
の
運
動
教
室
に
あ
わ
せ
て
、
希
望
の
あ
っ

た
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

と
も
に
元
気
で
！
④
 

〜
口
腔
体
操
・
お
口
の
体
操
始
め
ま
せ
ん
か
〜
 

頼
り
に
な
る
・
輝
い
て
見
え
る 

　
　
　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て 

　
６
月
30
日
現
在
の
土
佐
清
水

市
の
人
口
は
１
万
７
千
２
２
６
人
、

う
ち
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
は

６
千
３
１
４
人
で
、
高
齢
化
率

は
実
に
36
％
を
超
え
て
い
ま
す
。 

 
や
が
て
市
民
の
半
数
が
高
齢

者
と
な
る
超
高
齢
化
時
代
を
迎

え
る
と
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
、

農
業
に
従
事
す
る
労
働
力
や
地

域
文
化
の
衰
退
な
ど
、
市
民
の

暮
ら
し
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
は
じ
め
と
し
て
、
現
行
の

政
治
は
高
齢
者
に
冷
淡
で
す
。 

 
し
か
し
、
土
佐
清
水
市
の
老

人
達
は
へ
こ
た
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

「
自
分
に
残
さ
れ
た
人
生
を
精
一

杯
生
き
た
い
」
と
い
う
願
い
か

ら
「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
作
る
」

と
自
覚
し
、「
自
分
達
が
頑
張
れ

ば
、
土
佐
清
水
市
は
き
っ
と
再

生
で
き
る
」
と
信
じ
て
い
る
。

そ
ん
な
元
気
の
達
人
が
老
人
ク

ラ
ブ
に
結
集
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
交

流
活
動
や
地
区
の
行
事
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、「
ろ
う
れ
ん
ピ
ッ
ク
」
や

「
体
育
大
会
（
運
動
会
）」、「
老

人
大
学
・
芸
能
大
会
」
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
を
は
じ
め
、

長
い
人
生
経
験
の
中
で
培
っ
た

知
恵
と
力
を
活
か
し
て
様
々
な

奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
益
々
ふ
る
さ
と
土
佐

清
水
市
の
文
化
づ
く
り
に
精
進
し
、

皆
さ
ん
の
頼
り
に
な
る
、
歓
迎

さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

ま
す
。 

 
今
後
と
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 土
佐
清
水
市
老
人
ク
ラ
ブ
 

 
 
連
合
会
長
　
弘
田
　
浩
三
 

　
現
在
、
大
浜
地
区
と
越
地
区

で
口
腔
ケ
ア
教
室
が
終
了
し
、

教
室
終
了
後
も
運
動
教
室
の
後

に
2
0
分
程
度
の
口
腔
体
操
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
体
操
の
効

果
を
確
認
す
る
た
め
、
年
１
回
、

口
腔
衛
生
と
機
能
を
評
価
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
の
感

想
と
し
て
「
唾
が
出
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
口
の
渇
き
が
気
に
な

ら
な
く
な
っ
た
」「
む
せ
る
こ
と

が
減
っ
た
」
な
ど
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 
教
室
で
実
施
し
て
い
る
体
操

の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
な
ど
貸
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
口
腔
体
操
を
希
望
す
る
地
区

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ※
誤
嚥
性
肺
炎
 

 
食
物
の
残
り
カ
ス
や
逆
流
し

　
た
胃
液
に
細
菌
が
繁
殖
し
、気

　
管
に
入
る
こ
と
で
肺
炎
の
原

　
因
に
な
り
ま
す
。 

 ☆
お
問
い
合
わ
せ
☆
 

 
健
康
推
進
課
 
保
健
指
導
係
 

 
　（
82
）１
１
１
１
内
線
232
･
338
 

ご
え
ん
せ
い
 

こ
う
く
う
 

ご
え
ん
せ
い
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宅
地
分
譲
の
お
知
ら
せ 

株式会社　 西村ダイカスト 

本社工場　埼玉県川越市大字下赤坂６８－９　TEL049-244-5623　／ FAX049-243-5198 
第二工場  埼玉県川越市大字中福４６６－１　TEL049-220-1060　／ FAX049-220-1070 
Ｈ　　Ｐ　http://www.nishimura-dc.com   　 E-mail  nishimura@nishimura-dc.com

代表取締役　　西　村　暢　夫 
デ ジ タ ル カ メ ラ ・ 携 帯 電 話 ・ 各 電 機部品の製造販売  

詳しくはホームページをご覧下さい。 

土佐清水市土地開発公社では、次のとおり宅地分譲を行っています 

下ノ加江分譲宅地 

下ノ加江分譲宅地 
 【所在地】下ノ加江大橋西側 
                           ( 市営住宅隣接地 ) 
 【区画数】２区画 
 【単　価】③２３ ,９００円／㎡ 
                 ７９ ,００８円／坪 
             ⑮２２ ,２００円／㎡ 
                 ７３ ,３８８円／坪 

三崎城ノ峯分譲宅地 
 【所在地】三崎 道の駅『めじかの里』西側 
 【区画数】９区画 
 【条　件】建物建築時に合併処理浄化槽を設置 
 【単　価】（平地） 通常 １４ ,８２２円／㎡ 
                         　　  ４９ ,０００円／坪 
                      　　（特）１２ , １００円／㎡ 
                           　　４０ ,０００円／坪 

※法面部分は平地の半額 
※（特）とは、契約から5年以内に地元業者にて一般 
　的居宅を建築する場合の特別価格です 

①
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩ 

区間 
平地 法面 合計 通常 （特） 

面　積（m2） 分譲価格（円） 

284.93 

333.41 

195.91 

209.42 

260.46 

243.05 

256.13 

191.72 

219.63

215.23 

159.80 

101.39 

86.17 

62.44 

133.33 

113.70 

155.62 

187.21

500.16 

493.21 

297.30 

295.59 

322.90 

376.38 

369.83 

347.34 

406.84

5,818,000 

6,126,000 

3,655,000 

3,742,000 

4,343,000 

4,590,000 

4,638,000 

3,994,000 

4,642,000

4,749,000 

5,001,000 

2,983,000 

3,055,000 

3,529,000 

3,747,000 

3,787,000 

3,261,000 

3,790,000

③
⑮ 

区間 
平地 法面 合計 

面　積（m2） 
分譲価格（円） 

215.22 

229.07

0.0 

0.0

215.22 

229.07

5,143,000 

5,085,000

☆お申し込み･お問い合わせ☆ 

土佐清水市土地開発公社 　（82）1181 

（土佐清水市役所2階） 

三崎城ノ峯分譲宅地 
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小
学
生
の
頃
、
ち
ょ
う
ど
今
と

同
じ
よ
う
に
環
境
問
題
が
深
刻
化

し
て
、
公
害
と
い
う
言
葉
が
浸
透

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
期

し
て
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経

済
危
機
に
始
ま
り
社
会
が
混
乱
し
、

物
価
高
と
か
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
を
買
い
占
め
た
り
し
て
、
不
穏

な
状
況
だ
っ
た
の
を
憶
え
て
い
ま

す
。
私
が
４
年
生
前
後
の
こ
と
だ

っ
た
た
め
、
ニ
ュ
ー
ス
や
大
人
の

会
話
が
少
し
ず
つ
理
解
で
き
た
し
、

新
聞
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
拾
い
読
み

し
て
、
世
の
中
で
何
か
暗
い
こ
と

が
起
き
て
い
る
と
漠
然
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
 

 
さ
ら
に
決
定
的
だ
っ
た
の
が

「
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予
言
」

で
す
。
１
９
９
９
年
に
滅
亡
す
る

人
類
。
原
因
は
？
核
戦
争
説
、
宇

宙
人
襲
来
説
、
伝
染
病
、
酸
素
の

枯
渇
、
超
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
、
巨

大
隕
石
の
衝
突
…
。
こ
の
本
を
子

ど
も
の
私
は
ま
と
も
に
信
じ
て
し

ま
い
、
実
は
１
９
９
９
年
７
月
が

終
わ
る
そ
の
日
ま
で
、
何
か
が
起

こ
っ
て
自
分
は
人
類
全
員
と
一
緒

に
死
ぬ
つ
も
り
で
生
き
て
い
ま
し

た
。
 

 
滅
亡
の
予
言
の
信
憑
性
は
と
も

か
く
、
人
間
が
地
球
の
資
源
を
消

費
し
て
、
い
ず
れ
住
み
に
く
く
な

る
の
は
疑
い
な
く
思
わ
れ
、
「
石

油
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

？
」
「
電
気
が
使
え
な
く
な
っ
た

ら
…
」
な
ど
と
、
子
ど
も
な
が
ら

に
心
配
す
る
毎
日
で
し
た
。
 

 
こ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
年
（
確

か
１
９
７
３
年
）
の
夏
は
東
京
が

大
渇
水
で
、
水
洗
ト
イ
レ
を
流
し

て
も
給
水
制
限
の
た
め
水
が
チ
ョ

ロ
チ
ョ
ロ
と
し
か
出
な
か
っ
た
り
、

風
呂
の
水
を
貯
め
て
お
い
て
翌
朝

の
洗
濯
に
使
う
な
ど
、
不
安
な
夏

休
み
だ
っ
た
の
で
す
。
 

 
要
す
る
に
、
大
気
汚
染
で
空
気

も
ダ
メ
。
石
油
が
な
く
て
生
活
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
ダ
メ
。
渇

水
で
水
も
ダ
メ
。
あ
と
26
年
で
人

類
滅
亡
…
。
で
は
、
自
分
で
何
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
人
類
が

本
当
に
滅
亡
す
る
と
し
た
ら
、
個

人
の
努
力
で
そ
れ
を
避
け
る
の
は

不
可
能
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
当

時
あ
と
50
年
で
使
い
尽
く
さ
れ
る

と
試
算
さ
れ
て
い
た
石
油
を
節
約

す
る
こ
と
で
、
１
日
で
も
長
持
ち

さ
せ
る
の
は
可
能
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
る
い
は
、
目
の
前
の
水
１

滴
を
大
切
に
し
て
、
明
日
雨
が
降

っ
て
水
不
足
が
解
消
す
る
ま
で
生

き
延
び
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
 

 
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
私
は
小

学
校
４
年
生
の
時
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
水
道
水
の
節
約
を
使
命
と
し

て
自
ら
に
課
し
て
き
ま
し
た
。
当

時
、
即
座
に
実
行
し
た
こ
と
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
 

 
ま
ず
、
家
の
電
気
を
パ
チ
パ
チ

消
し
て
回
り
ま
し
た
。
誰
か
が
電

気
を
つ
け
っ
放
し
で
部
屋
を
出
た

ら
、
そ
の
途
端
に
消
し
ま
し
た
。

誰
も
い
な
い
の
に
扇
風
機
を
回
し

て
い
る
な
ど
言
語
道
断
。
冬
は
自

室
で
は
暖
房
を
使
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
１
階
で
大
き
な
石
油
ス
ト
ー

ブ
を
焚
い
て
い
た
た
め
、
２
階
の

踊
り
場
に
暖
か
い
空
気
が
溜
ま
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
座
っ
て
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
手
や
顔
を
洗
う
時

は
、
も
ち
ろ
ん
湯
は
使
い
ま
せ
ん
。

真
冬
の
冷
た
い
水
道
水
を
気
合
を

入
れ
て
顔
に
か
け
ま
し
た
。
 

 
当
時
の
我
が
家
は
既
に
水
洗
ト

イ
レ
で
し
た
が
、
水
が
も
っ
た
い

な
い
の
で
、
お
し
っ
こ
だ
け
な
ら

流
し
ま
せ
ん
。
大
の
時
も
流
し
た

く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
さ
す
が

に
叱
ら
れ
た
の
で
あ
き
ら
め
ま
し

た
。
学
校
の
友
人
宅
へ
遊
び
に
行

っ
た
時
、
ト
イ
レ
の
後
で
友
達
の

お
母
さ
ん
か
ら
「
呉
君
、
お
水
流

し
た
の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、
「
水

が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
流
さ
な
い

の
」
と
答
え
て
褒
め
ら
れ
た
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、

呆
れ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
入
浴
時
も
、
洗
面
器
の
１
杯
の

湯
で
洗
身
を
済
ま
せ
る
術
を
編
み

出
し
、
実
行
し
ま
し
た
。
十
分
に

洗
え
る
わ
け
な
い
の
で
、
私
の
後

は
い
つ
も
浴
槽
が
垢
だ
ら
け
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
 

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
省
エ
ネ
が

身
に
沁
み
つ
い
て
生
き
て
き
ま
し

た
が
、
後
年
そ
れ
ら
の
生
活
が
、

実
は
す
べ
て
健
康
に
有
用
だ
と
確

信
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。
次
回

は
省
エ
ネ
と
健
康
生
活
の
実
践
を

解
説
い
た
し
ま
す
。
（
つ
づ
く
）
 

清
医
会
だ
よ
り
「
元
気
が
一
番
」 

松
谷
病
院 

外
科
医
　
呉 

啓
貴 
省
エ
ネ
生
活
は
健
康
生
活（
そ
の
１
） 
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土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り 

第 6 6 号  

発
行
　
議
長
　
仲
田
　
強 

 

○
全
国
市
議
会
議
長
会
 

　
　
　
武
藤
　
　
清
　
議
員
（
25
年
以
上
　
特
別
表
彰
）
 

　
　
　
仲
田
　
　
強
　
議
長
（
感
　
謝
　
状
）
 

○
四
国
市
議
会
議
長
会
 

　
　
　
橋
本
　
敏
男
　
議
員
（
16
年
以
上
　
特
別
表
彰
）
 

 ６
月
定
例
会
の
概
要
 

６
月
定
例
会
は
、
６
月
10
日
に

開
会
し
、
市
長
か
ら
報
告
案
件
８

件
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
を
含
む
議
案
３
件
、
計
11
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

一
般
質
問
は
、
６
月
16
日
か
ら

18
日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
11
人
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
、
農
業
・
水

産
業
・
観
光
業
の
振
興
や
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
等
に
つ
い
て
質

問
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

最
終
日
の
６
月
20
日
に
は
、
総

合
審
査
会
の
後
、
市
長
提
出
の
案

件
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
、
可
決
し
、

ま
た
、
委
員
長
報
告
の
後
、
先
の

３
月
定
例
会
に
て
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
「
最
低
保
障
年
金
制
度

の
実
現
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い

て
採
決
し
ま
し
た
。
 
 

議
員
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

等
市
議
会
議
案
６
件
に
つ
い
て
は

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。
 

今
期
定
例
会
初
日
に
次
の
３
名
の
方
へ
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。 

請
願
の
審
査
結
果
 
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、所
管
の
委
員
会
の
審
 

査
を
得
て
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
 

不
採
択
 

最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
請
願
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○
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
さ
ら
な
る
制
度
改
正
、
中
小
企
業
支
援
を
求
め

る
意
見
書
 

　
（
要
旨
）
　
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小
企

業
対
策
の
強
化
、
地
域
格
差
を
な
く
す
た
め
の
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
の
確
立
に
む
け
た
対
応
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 

 ○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
 

　
（
要
旨
）
　
多
く
の
課
題
を
抱
え
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
制
度

の
骨
格
を
残
し
た
小
手
先
の
見
直
し
で
す
む
問
題
で
な
く
、
制
度
を

廃
止
し
、
そ
の
上
で
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
そ
っ
た
社
会
保
障
制
度

を
確
立
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 

 ○
家
族
従
業
者
の
人
権
保
障
の
た
め
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
 

　
（
要
旨
）
　
中
小
企
業
を
支
え
て
い
る
家
族
従
業
者
の
働
き
分（
自
家
労
賃
）は
、

税
法
上
、
所
得
税
法
第
56
条
に
よ
り
必
要
経
費
と
認
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
わ
ず
か
な
控
除
が
所
得
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
社
会
的
に
も

経
済
的
に
も
自
立
で
き
ず
、
後
継
者
不
足
に
も
拍
車
を
か
け
て
い
る

状
況
か
ら
、
税
法
上
も
、
民
法
、
労
働
法
や
社
会
保
障
上
で
も
家
族

従
業
者
の
人
権
保
障
の
基
礎
を
つ
く
る
た
め
に
所
得
税
法
第
56
条
を

廃
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
 

○
日
本
政
府
は
７
月
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
核
兵
器
廃
絶
の
課
題
を
議
題
と

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
 

　
（
要
旨
）
　
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
会
議
や
国
連
で
の
核
兵
器
廃
絶
の
合

意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核
廃
絶
の
約
束
は
な
ん
ら
実
行
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
が
意
義
あ
る
結
果
を
生
み
出
す
よ
う
、
唯
一

の
被
爆
国
政
府
と
し
て
核
兵
器
廃
絶
の
課
題
を
議
題
と
し
て
話
し
合

わ
れ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 

 ○
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書
 

　
（
要
旨
）
　
国
に
お
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
10
ヵ
年
対
策
の

着
実
な
実
行
、
多
面
的
機
能
維
持
を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
等
の
推

進
は
も
と
よ
り
、
特
に
国
有
林
野
事
業
に
お
い
て
、
安
全
で
安
心
で

き
る
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
水
源

林
等
公
益
森
林
の
整
備
、
地
域
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を
通
じ
た

山
村
の
活
性
化
な
ど
、
森
林
・
林
業
の
施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
具
体
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 ○
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
国
民
的
運
動
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
 

　
（
要
旨
）
　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
初
日
の
７
月
７
日
を
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
」

と
定
め
、
国
民
が
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
CO2
の
削
減
な
ど
、

具
体
的
に
行
動
で
き
る
機
会
の
創
出
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の

普
及
、
促
進
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
 

意
　
見
　
書
 
次
の
意
見
書
を
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。
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一
般
質
問
 

 

６
月
16
日
・
17
日
・
18
日
の
３
日
間
、
11
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
・
答
弁
の
中
か
ら
、
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

岡
林
守
正
　
議
員
 

        
１
　
地
域
振
興
と
雇
用
対
策（
大

阪
海
遊
館「
大
型
水
槽
」建
設

及
び
地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
） 

 
（
質
問
）
 

　
海
遊
館
以
布
利
セ
ン
タ
ー
の
こ

れ
ま
で
の
実
績
と
「
第
２
大
型
水

槽
」
の
概
要
を
聞
く
 

 
（
答
弁
）
 

メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報
発
信
な
ど

土
佐
清
水
市
は
も
と
よ
り
高
知
県

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。
 

第
２
水
槽
は
現
水
槽
の
２
倍
の

規
模
で
、
来
年
夏
頃
の
完
成
を
め

ざ
し
て
い
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
観
光
産
業
の
活
性
化
に
ど
の
よ

う
に
繋
げ
る
か
 

 （
答
弁
）
 

足
摺
海
洋
館
と
の
共
通
入
場
券

発
行
等
、
連
携
強
化
を
図
り
ジ
ン

ベ
エ
ザ
メ
の
ふ
る
さ
と
土
佐
清
水

市
と
し
て
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。
 

 （
質
問
）
 

　
漁
業
振
興
と
そ
の
経
済
効
果
は
 

 （
答
弁
）
 

海
洋
環
境
や
魚
類
の
飼
育
、
資

源
の
枯
渇
化
問
題
や
栽
培
技
術
等

漁
業
振
興
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
活

用
に
つ
い
て
、
今
後
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。
 

自
然
い
っ
ぱ
い
の
土
佐
清
水
市

出
身
の
「
海
く
ん
」
ブ
ー
ム
を
巻

き
込
ん
だ
物
産
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
で
、
交
流
人
口
拡
大
等
さ

ら
な
る
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
教
育
的
な
活
用
は
 

 （
答
弁
）
 

地
域
の
海
を
考
え
、
地
域
を
誇

り
に
思
う
心
を
育
て
る
環
境
教
育

の
一
環
と
し
て
利
活
用
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
市
民
の
期
待
と
不
安
に
つ
い

て
、
地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
は
「
セ
ン
ト
ラ
ル

キ
ッ
チ
ン
」
と
競
合
す
る
人
達
か

ら
不
安
の
声
も
聞
か
れ
る
が
、
大

型
水
槽
の
連
携
と
あ
わ
せ
て
市
長

は
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
発
展

さ
せ
、
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
 

 （
答
弁
）
 

海
遊
館
大
型
水
槽
の
建
設
は
本

市
の
観
光
、
学
術
等
影
響
も
大
き

く
「
海
と
共
生
す
る
土
佐
清
水
市
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す

る
も
の
と
思
う
。
 

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に

つ
い
て
は
、
産
業
の
活
性
化
、
雇

用
確
保
の
事
業
で
あ
り
、
第
１
次
、

第
２
次
計
画
あ
わ
せ
て
１
０
０
か

ら
１
５
０
人
の
雇
用
が
見
込
ま
れ

る
。
 

競
合
す
る
方
た
ち
と
は
共
生
の

方
法
は
な
い
か
、
相
談
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。
 

 
２
　
高
齢
者
の
運
転
免
許
返

納
支
援
制
度
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
こ
れ
ま
で
の
返
納
実
績
と
支
援

策
を
聞
く
 

 （
答
弁
）
 

返
納
者
は
、
こ
れ
ま
で
合
計
で

１
１
９
名
（
女
性
５３
名
）
と
な
っ

て
お
り
、
支
援
策
と
し
て
は
、
タ

ク
シ
ー
運
賃
１
割
引
、
バ
ス
３
年

間
の
返
納
サ
ポ
ー
ト
定
期
の
発
行
、

２
量
販
店
の
２
，
０
０
０
円
商
品

券
の
交
付
、
１６
店
舗
の
買
い
物
１

割
引
等
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
本
市
独
自
の
支
援
強
化
策
は
 

 （
答
弁
）
 

こ
れ
ま
で
の
民
間
の
方
々
の
努

力
に
報
い
る
た
め
に
も
、
市
の
支

援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

     
１
　
総
合
的
な
地
震
対
策
に

つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
総

合
的
な
地
震
対
策
に
つ
い
て
（
公

共
施
設
を
は
じ
め
住
家
等
の
耐
震

化
と
津
波
対
策
や
避
難
訓
練
、
自

主
防
災
等
に
つ
い
て
）
、
そ
の
取

り
組
み
と
対
応
を
問
う
 

 （
答
弁
）
 

市
内
各
地
に
自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
、
南
海
地
震
に
よ
る
災

害
か
ら
生
命
・
身
体
を
守
る
た
め

の
避
難
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
の
安
全
に
つ
い
て
も
最

優
先
に
考
え
た
い
。
 

道
路
は
、
本
市
に
と
っ
て
生
活
・

産
業
に
必
要
な
生
命
線
で
あ
り
、

災
害
を
想
定
し
た
道
路
防
災
訓
練

等
の
積
極
的
な
実
施
を
図
る
。
 

第
三
次
都
市
計
画
事
業
と
運
動

公
園
と
の
連
携
に
よ
り
安
全
エ
リ

ア
の
確
保
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

消
防
署
の
移
転
等
安
全
地
帯
、
災

害
時
の
司
令
塔
と
し
て
役
割
を
は

た
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

 
２
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
と
医
療
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
全
国
で
も
多
く
の
議
会
が
制
度

の
中
止
と
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
を
採
択
す
る
な
ど
波
乱
と
混
乱

の
状
況
を
呈
し
て
お
り
、
国
民
に

大
き
な
不
信
感
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
 

　
高
知
県
広
域
連
合
に
は
こ
の
現

状
に
対
し
て
主
体
的
な
運
用
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
、
抜
本
的
な
制

岡
林
幹
造
　
議
員
 

ふるさと納税制度とは 
 平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とは 
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度
の
見
直
し
を
国
に
要
請
し
、
真

の
高
齢
者
福
祉
を
強
く
求
め
て
市

長
の
見
解
を
求
め
る
 

 （
答
弁
）
 

政
府
見
直
し
案
に
つ
い
て
も
満

足
で
き
る
も
の
で
な
く
、
さ
ら
な

る
見
直
し
に
つ
い
て
市
長
会
で
も

要
望
し
、
国
に
要
請
す
べ
き
は
要

請
す
る
。
高
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
も
副
広
域
連
合
長

と
い
う
立
場
で
あ
り
、
連
合
の
中

で
高
齢
者
福
祉
の
た
め
に
努
力
を

す
る
。
 

 
３
　
限
界
集
落
の
現
状
と
再

生
計
画
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
長
い
年
月
、
山
を
守
り
水
源
涵

養
や
環
境
保
全
等
公
益
的
役
割
を

果
た
し
て
き
た
人
々
の
未
来
に
生

き
が
い
を
与
え
る
中
山
間
対
策
に

つ
い
て
の
見
解
を
問
う
 

 （
答
弁
）
 

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

策
定
調
査
の
結
果
を
基
に
対
策
を

検
討
す
る
と
と
も
に
地
方
再
生
モ

デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る

中
山
間
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た

産
業
の
活
性
化
の
推
進
を
図
る
こ

と
で
雇
用
の
場
の
拡
大
等
限
界
集

落
の
再
生
に
努
力
す
る
。
 

４
　
原
油
価
格
高
騰
問
題
に

つ
い
て
 

 （
質
問
）
 

　
原
油
価
格
高
騰
は
、
主
要
産
業
、

漁
業
、
農
業
に
与
え
る
影
響
は
死

活
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組

み
と
対
応
を
問
う
 

 （
答
弁
）
 

本
市
に
お
い
て
も
漁
業
、
農
業

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
国
の

対
策
は
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
関

係
機
関
と
も
十
分
協
議
・
検
討
す

る
と
と
も
に
さ
ら
な
る
対
応
策
を

求
め
た
い
。
 

     
１
　
内
閣
総
理
大
臣
殿
、
漁

師
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
か
 

 
（
質
問
）
 

　
市
は
、
こ
の
異
常
事
態
を
ど
う

と
ら
え
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
 

 （
答
弁
）
 

国
の
燃
油
対
策
は
全
く
不
十
分

で
、
不
適
切
で
、
活
用
し
が
た
い

内
容
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

漁
業
者
や
農
業
者
の
皆
さ
ん
を

直
接
勇
気
付
け
る
施
策
、
例
え
ば

直
接
保
障
制
度
等
を
国
に
強
く
求

め
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
の
支

援
策
に
つ
い
て
は
関
係
課
、
関
係

者
と
も
協
議
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
策
が
あ
る
か
、
市
民
と
共
感
で

き
て
効
果
的
な
も
の
を
考
え
な
が

ら
示
し
て
い
き
た
い
。
 

 （
質
問
）
 

　
血
の
か
よ
っ
た
融
資
制
度
の
運

用
、
補
助
制
度
申
請
の
簡
素
化
を

図
れ
 

 （
答
弁
）
 

漁
業
者
に
対
し
て
の
直
接
的
な

補
助
金
や
無
条
件
貸
付
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
も
幅
広

く
様
々
な
情
報
収
集
を
行
い
、
国
・

県
の
有
効
な
支
援
策
が
あ
れ
ば
活

用
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
な
ど

行
政
と
し
て
も
で
き
る
か
ぎ
り
支

援
し
て
ま
い
り
た
い
。
 

 
（
質
問
）
 

　
土
佐
食
の
配
当
金
を
漁
業
振
興

等
に
生
か
せ
 

 （
答
弁
）
 

土
佐
食
の
配
当
金
を
今
、
厳
し

い
と
こ
ろ
で
頑
張
っ
て
い
る
農
家

や
魚
家
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か

で
な
い
。
地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
展
開
、
冷
凍
冷

蔵
庫
の
設
置
も
そ
の
考
え
方
に
立

っ
て
い
る
。
種
苗
の
放
流
や
藻
場

の
造
成
に
つ
い
て
も
地
元
か
ら
具

体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
検
討
し
て

い
く
。
 

 
２
　
足
摺
観
光
の
充
実
を
図
れ
 

 （
質
問
）
 

　
ラ
イ
ト
点
灯
走
行
の
提
唱
に
つ

い
て
 

 （
答
弁
）
 

車
の
ラ
イ
ト
点
灯
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
う
と
と
も

に
観
光
客
や
市
民
に
も
協
力
が
願

え
る
よ
う
、
「
緑
の
ト
ン
ネ
ル
区

間
、
ラ
イ
ト
点
灯
を
お
勧
め
し
ま

す
」
と
い
う
よ
う
な
看
板
の
設
置

を
検
討
し
た
い
。
 

 
            

（
質
問
）
 

　
カ
ー
ブ
小
枝
の
伐
採
に
つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

特
別
保
護
区
域
に
つ
い
て
は
、

木
１
本
、
小
枝
１
本
切
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
厳
し
さ
が
あ
る
が
、

市
民
が
生
活
道
と
し
て
、
ま
た
観

光
客
も
利
用
す
る
こ
と
等
も
考
慮

し
て
運
用
す
る
よ
う
環
境
省
へ
も

訴
え
て
い
き
た
い
。
 

 
（
質
問
）
 

　
大
型
案
内
板
の
設
置
に
つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

看
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
国

立
公
園
の
景
観
等
に
配
慮
す
べ
き

だ
が
、
観
光
客
の
利
便
性
を
考
慮

し
た
看
板
に
つ
い
て
は
関
係
者
と

協
議
し
、
適
切
な
看
板
を
考
え
て

い
き
た
い
。
 

 
（
質
問
）
 

　
既
設
案
内
所
の
活
用
を
図
れ
 

 （
答
弁
）
 

観
光
案
内
所
に
つ
い
て
は
、
現

在
休
止
し
て
い
る
が
、
新
パ
ッ
ケ

ー
ジ
事
業
を
活
用
し
、
観
光
ガ
イ

ド
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
、
新

た
な
観
光
ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
と

と
も
に
プ
ロ
と
し
て
の
有
料
ガ
イ

瀧
澤
　
満
　
議
員
 

 

ふるさと納税制度とは 
 平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とは 
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ド
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
。
今
後
足
摺
岬
に
観
光
ガ
イ
ド

の
配
置
が
で
き
な
い
か
、
案
内
所

の
利
用
を
含
め
検
討
し
た
い
。
 

    
 １

　
人
権
・
同
和
問
題
に
つ

い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
平
成
１９
年
２
月
に
発
生
し
た
差

別
落
書
に
関
す
る
確
認
報
告
書
の

中
で
示
さ
れ
て
い
る
「
課
題
と
今

後
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
問
う
 

 （
答
弁
）
 

学
校
現
場
を
は
じ
め
生
涯
学
習

な
ど
に
お
い
て
、
差
別
を
な
く
し

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
め
ざ
し
、
各
種
団
体
等
と
連
携

し
な
が
ら
人
権
教
育
の
推
進
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

職
員
の
人
権
・
同
和
研
修
に
つ

い
て
は
、
人
づ
く
り
広
域
連
合
主

催
に
よ
る
階
層
別
研
修
や
「
庁
内

グ
ル
ー
プ
人
研
」
に
よ
る
研
修
を

重
ね
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
る
。
 

人
権
・
同
和
問
題
を
職
員
自
ら

の
問
題
と
し
て
差
別
を
許
さ
な
い

行
動
力
と
実
践
力
を
育
む
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。
 

２
　
農
業
振
興
に
つ
い
て
 

 （
質
問
）
 

　
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
の
建
設

に
よ
り
農
産
物
の
生
産
体
制
や
営

農
指
導
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の

対
応
を
聞
く
 

 （
答
弁
）
 

現
在
、
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
野
菜
の
種
類
や
生
産
量
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

野
菜
の
供
給
に
向
け
た
栽
培
の
指

導
や
適
正
な
農
薬
使
用
等
を
行
い
、

安
全
・
安
心
な
野
菜
づ
く
り
の
指

導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
原
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
農

業
所
得
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
今

こ
そ
営
農
指
導
体
制
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
協
の
営
農

指
導
体
制
に
対
す
る
支
援
・
指
導

に
つ
い
て
の
考
え
を
示
せ
 

 （
答
弁
）
 

今
回
、
市
の
農
業
指
導
員
に
な

っ
た
方
は
Ｊ
Ａ
の
所
長
当
時
か
ら

多
く
の
実
績
を
上
げ
た
方
で
、
新

た
に
Ｊ
Ａ
三
崎
支
所
に
来
た
営
農

指
導
員
を
支
援
・
指
導
し
、
良
い

形
で
営
農
活
動
を
進
め
、
所
得
の

向
上
、
意
欲
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
る
。
 

 
３
　
公
金
の
管
理
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
土
佐
清
水
市
出
納
員
等
設
置
規

程
第
９
条
・
第
１０
条
の
規
定
は
守

ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
対
応
を
聞

く
 

 （
答
弁
）
 

土
佐
清
水
市
出
納
員
等
設
置
規

程
第
９
条
並
び
に
第
１０
条
に
よ
り

随
時
の
検
査
及
び
関
係
書
類
等
の

提
出
を
求
め
、
庁
内
を
上
げ
て
再

発
防
止
に
向
け
た
間
違
い
の
無
い

出
納
事
務
処
理
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
 

   
  １

　
農
業
、
水
産
業
の
振
興

に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
農
業
、
水
産
業
の
現
状
認
識
に

つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

漁
獲
量
、
漁
獲
高
共
に
減
少
傾

向
に
あ
り
、
後
継
者
不
足
や
国
民

の
魚
離
れ
と
燃
料
の
高
騰
等
水
産

業
の
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
と
認

識
し
て
い
る
。
農
業
に
つ
い
て
も

米
価
の
下
落
傾
向
、
重
油
、
肥
料

も
高
騰
、
農
薬
、
資
材
費
も
上
昇

し
、
か
っ
て
な
い
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
 

 （
質
問
）
 

　
メ
ジ
カ
対
策
に
関
す
る
行
政
の

取
り
組
み
と
漁
業
の
振
興
策
に
つ

い
て
 

 （
答
弁
）
 

土
佐
清
水
市
漁
協
が
漁
価
安
定

基
金
制
度
を
導
入
し
、
メ
ジ
カ
の

価
格
安
定
化
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
市
が
設
置
す
る
冷
凍
庫
等
で

よ
り
有
効
な
活
用
を
行
う
。
 

 
（
質
問
）
 

　
合
併
後
の
県
一
漁
協
に
つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

県
一
漁
協
の
メ
リ
ッ
ト
は
役
員

等
の
減
少
に
よ
る
人
件
費
、
事
業

管
理
費
、
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
、

直
販
所
の
設
置
、
燃
料
等
大
量
仕

入
れ
で
安
価
に
提
供
で
き
る
な
ど

で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
事
務
所

や
市
場
が
統
廃
合
さ
れ
利
便
性
や

地
域
の
意
見
等
が
反
映
さ
れ
に
く

い
と
の
懸
念
が
あ
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
特
産
品
の
開
発
並
び
に
実
績
と

継
続
し
た
取
り
組
み
を
 

 （
答
弁
）
 

特
産
品
づ
く
り
は
生
き
残
り
を

掛
け
た
挑
戦
課
題
で
あ
る
。
市
が

中
心
と
な
り
挑
戦
す
る
こ
と
は
大

事
な
役
割
で
あ
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル

キ
ッ
チ
ン
の
新
会
社
は
本
市
売
り

込
み
の
総
合
商
社
と
し
て
位
置
づ

け
特
産
品
づ
く
り
を
継
続
的
に
取

り
組
む
。
 

 （
質
問
）
 

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
に

つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
高
知
市
に
県
一
漁
協
が
直
販
所

を
つ
く
る
。
そ
の
販
売
活
動
の
推

移
を
み
て
東
京
・
近
畿
圏
の
設
置

を
前
向
き
に
検
討
を
し
た
い
。
 

 ２
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高

齢
者
対
策
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
と
既

存
施
設
の
状
況
は
 

 （
答
弁
）
 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ

き
認
知
症
対
応
型
介
護
施
設
等
を

小
川
豊
治
　
議
員
 

 

峯
本
文
男
　
議
員
 

 

ふるさと納税制度とは 
 平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とは 
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５
カ
所
整
備
し
て
お
り
、
計
画
通

り
で
あ
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
旧
町
単
位
で
の
施
設
の
設
置
状

況
に
つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

介
護
老
人
保
健
施
設
等
１１
の
事

業
所
が
あ
る
が
、
全
て
旧
清
水
町

区
域
内
に
開
設
し
て
い
る
。
 

        
（
質
問
）
 

　
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
等

に
お
け
る
施
設
の
設
置
計
画
に
つ

い
て
 

 （
答
弁
）
 

３
期
計
画
の
中
で
各
地
へ
の
設

置
を
考
え
て
い
た
が
、
民
間
の
事

業
者
が
整
備
す
る
関
係
上
、
病
院

に
近
い
市
街
地
に
開
設
さ
れ
て
い

る
。
最
近
は
事
業
所
の
条
件
も
緩

和
さ
れ
て
い
る
の
で
主
婦
の
皆
さ

ん
等
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
組
織
し
運

営
す
る
な
ど
の
気
運
を
高
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
 

  
１
　
森
林
環
境
税
の
利
活
用

状
況
に
つ
い
て
 

 （
質
問
）
 

　
森
林
環
境
税
が
導
入
さ
れ
て
５

年
に
な
る
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う

に
利
活
用
さ
れ
て
き
た
か
 

 （
答
弁
）
 

森
林
環
境
緊
急
保
全
事
業
『
間

伐
事
業
』
６
か
所
、
山
の
学
習
総

合
支
援
事
業
で
延
べ
１５
の
小
、
中

学
校
で
実
施
し
て
お
り
、
流
域
の

取
水
地
の
水
源
涵
養
や
土
砂
の
流

出
防
止
に
寄
与
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
を

学
び
、
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
　
　
 

 （
質
問
）
 

　
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る

の
か
 

 （
答
弁
）
 

環
境
対
策
の
面
か
ら
二
酸
化
炭

素
吸
収
効
果
の
高
い
若
齢
林
の
整

備
を
中
心
に
１
期
目
の
１０
倍
以
上

の
間
伐
を
実
施
し
た
い
。
 

ま
た
山
の
学
習
も
継
続
し
て
行

う
予
定
で
、
本
年
度
も
５
校
が
実

施
予
定
で
あ
る
。
 

 

（
質
問
）
 

　
海
浜
環
境
税
の
導
入
は
で
き
な

い
か
 

 （
答
弁
）
 

海
岸
の
保
全
や
清
掃
に
係
る
経

費
の
財
源
と
し
て
一
つ
の
方
法
か

も
し
れ
な
い
が
、
国
や
他
自
治
体

の
動
向
、
森
林
環
境
税
に
対
す
る

県
民
意
識
や
効
果
等
も
注
視
し
た

議
論
が
必
要
で
、
国
に
要
請
し
た

い
。
 

 
２
　
下
ノ
加
江
浜
公
衆
便
所

シ
ャ
ワ
ー
室
の
有
料
化
に

つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
下
ノ
加
江
浜
の
公
衆
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
室
の
有
料
化
は
出
来
な

い
か
 

　
 

（
答
弁
）
 

地
域
住
民
の
声
を
大
事
に
し
、

環
境
問
題
の
視
点
か
ら
も
有
料
化

が
望
ま
し
い
が
、
大
岐
浜
の
水
道

設
備
は
昨
年
末
に
設
置
し
た
ば
か

り
で
あ
る
。
 

そ
の
効
果
も
見
極
め
た
い
し
、

下
ノ
加
江
浜
の
ト
イ
レ
は
大
岐
浜

の
水
道
使
用
量
に
比
べ
る
と
格
段

の
差
が
あ
り
、
現
段
階
で
は
下
ノ

加
江
浜
に
有
料
水
道
設
備
の
設
置

は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
海
浜
利

用
者
や
設
備
費
等
、
費
用
対
効
果

を
考
え
た
上
で
こ
れ
か
ら
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。
 

 
３
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
進
捗
状
況

と
使
用
料
金
予
定
額
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
 

 （
答
弁
）
 

総
務
省
補
助
を
活
用
し
て
の
事

業
で
あ
り
、
現
在
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
 

来
年
１
月
頃
に
は
利
用
で
き
る

予
定
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

時
期
が
正
式
に
決
定
し
た
ら
広
報

等
で
周
知
を
行
う
。
 

利
用
料
金
は
、
概
算
で
初
期
費

用
が
４
，０
０
０
円
、
月
額
使
用
料

が
４
，０
０
０
円
く
ら
い
を
予
定
し

て
い
る
。
 

     
１
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
こ
の
制
度
の
ど
こ
が
問
題
な
の
か
 

（
答
弁
）
 

扶
養
家
族
と
し
て
保
険
料
を
納

め
て
い
な
か
っ
た
方
に
、
新
た
に

保
険
料
の
負
担
を
求
め
る
な
ど
、

夫
婦
を
別
加
入
と
し
、
家
族
の
絆

を
国
が
断
ち
切
る
も
の
で
あ
り
、

家
族
制
度
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
年
金
額
が
年
額
１８
万
円
未
満
の

低
所
得
者
等
の
普
通
徴
収
者
数
に

つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

７５
才
以
上
の
方
は
、
３
，４
０
０

人
前
後
で
推
移
し
、
約
７
８
０
人

（
２０
％
）
の
方
が
普
通
徴
収
に
な

る
と
考
え
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
こ
の
医
療
制
度
を
今
後
ど
の
よ

う
に
維
持
し
て
い
く
か
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
市
長
の
所
見
は
 

 （
答
弁
）
 

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
副
広
域
連
合
長
の
立
場
と

し
て
市
民
や
利
用
者
の
負
担
増
に

な
ら
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
を

し
た
い
。
年
金
、
医
療
、
介
護
な

ど
社
会
保
障
制
度
の
確
立
が
不
可

欠
で
あ
る
の
で
、
市
長
会
な
ど
を

通
じ
て
国
に
対
し
て
要
請
し
た
い
。
 

西
原
強
志
　
議
員
 

 

森
　
一
美
　
議
員
 

 

ふるさと納税制度とは 
 平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とは 
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２
　
水
産
業
の
振
興
と
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
今
後
の
水
産
業
の
振
興
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
 

 （
答
弁
）
 

現
在
整
備
中
の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ

ッ
チ
ン
を
最
大
限
に
活
用
し
付
加

価
値
を
高
め
た
水
産
物
加
工
品
の

開
発
、
市
外
販
売
等
展
開
し
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
行
い
、
漁

業
者
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。
 

 
（
質
問
）
 

　
大
岐
開
発
事
業
を
市
街
地
の
活

性
化
に
ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
さ
せ

る
の
か
 

 （
答
弁
）
 

地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
は
、
雇
用
の
創
出
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
・
農
業
、
漁

業
と
観
光
産
業
の
経
済
的
連
携
の

強
化
等
を
目
的
に
し
、
将
来
的
に

は
交
流
人
口
の
増
加
や
、
人
口
の

定
着
、
消
費
拡
大
等
の
波
及
効
果

も
期
待
で
き
、
市
街
地
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
 

 ３
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
花
火
大
会
の
経
費
等
に
つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

１９
年
度
で
、
１
，３
０
９
万
円
、

観
光
客
等
推
計
の
入
込
み
数
は
、

３
８
，０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
 

          （
質
問
）
 

　
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
寄
金
を
花

火
大
会
の
貴
重
な
財
源
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

福
祉
問
題
等
、
あ
し
ず
り
祭
を

は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品

の
全
国
発
信
な
ど
、
そ
の
用
途
に
つ

い
て
内
部
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
あ
し
ず
り
祭
は
本
市
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
現
在
も
市
外

の
方
か
ら
寄
附
が
よ
せ
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
寄
附
集
め
に
頑
張
っ
て
い
る
み

な
さ
ん
も
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
人
へ
の
力
づ
け
の
意
味
か
ら
も
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
利
用
す

る
こ
と
も
考
え
た
い
。 

  
１
　
土
地
開
発
公
社
と
交
わ

し
た
土
地
先
行
取
得
契
約

の
そ
の
後
 

 （
質
問
）
 

　
土
地
区
画
整
理
組
合
は
、
市
と

公
社
が
交
わ
し
た
土
地
先
行
取
得

契
約
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

る
の
か
 

 （
答
弁
）
 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
計
画
変

更
に
伴
い
、
市
が
学
校
用
地
取
得

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
土
地
造
成
費
の
削
減
な
ど
事

業
圧
縮
に
よ
る
早
期
の
事
業
完
成

に
繋
が
る
こ
と
に
な
り
、
組
合
と

し
て
も
で
き
る
だ
け
の
協
力
を
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
 

 （
質
問
）
 

　
土
地
先
行
契
約
に
基
づ
く
事
務

経
費
（
成
功
報
酬
）
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
 

 （
答
弁
）
 

具
体
的
な
事
務
費
に
つ
い
て
契

約
に
定
め
は
な
い
が
、
借
入
金
は

償
還
利
息
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

公
社
の
一
般
管
理
費
で
対
応
し
、

買
い
戻
し
時
に
協
議
の
上
、
精
算

す
る
こ
と
と
な
る
。
 

（
質
問
）
 

　
公
社
の
用
地
交
渉
の
た
め
使
っ

た
組
合
経
費
は
い
く
ら
か
 

 （
答
弁
）
 

組
合
職
員
と
市
職
員
分
の
県
外

へ
４
回
出
張
し
た
旅
費
３
２
６
，８

４
０
円
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
（
質
問
）
 

　
市
と
公
社
の
契
約
で
あ
る
の
に
、

取
得
活
動
の
為
の
経
費
を
組
合
経

費
か
ら
支
出
し
た
正
当
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
 

 （
答
弁
）
 

　
土
地
先
行
取
得
契
約
は
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
捗
に
大
き
く
関

わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
の

役
員
会
・
総
代
会
で
も
出
張
旅
費

の
支
出
に
つ
い
て
は
承
認
を
受
け

て
い
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。
 

 （
質
問
）
 

　
事
務
費
に
つ
い
て
は
公
社
の
一

般
管
理
費
で
対
応
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
組
合
が
支
出
し
た
土
地

取
得
経
費
（
旅
費
分
３
２
６
，８
４

０
円
）
に
つ
い
て
は
返
還
す
べ
き

で
は
な
い
か
 

 （
答
弁
）
 

買
い
戻
し
に
よ
る
事
務
費
の
精

算
時
に
市
と
協
議
の
上
、
公
社
と

し
て
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
判
断

し
た
い
。
 

            
  （

質
問
）
 

　
土
地
開
発
公
社
の
将
来
を
ど
の

よ
う
に
展
望
し
て
い
る
の
か
 

 （
答
弁
）
 

今
の
時
点
で
は
、
国
・
県
の
補

助
金
や
起
債
を
導
入
で
き
る
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
土
地
開
発
公
社

を
十
分
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
動
向
や

全
国
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
注
視

す
る
と
、
公
社
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
改
善
す
べ
き
は
改
善
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

   

橋
本
敏
男
　
議
員
 

 

ふるさと納税制度とは 
 平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とは 
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  １
　
農
業
振
興
策
等
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
燃
料
高
騰
対
策
の
一
端
と
し
て
、

代
替
燃
料
を
使
用
し
て
い
る
施
設

を
視
察
す
る
等
対
応
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
 

 （
答
弁
）
 

電
気
で
の
加
温
を
し
て
い
る
旧

春
野
町
の
施
設
へ
農
林
業
振
興
課

が
ハ
ウ
ス
農
家
１０
人
に
同
行
し
て

視
察
に
行
く
予
定
が
あ
る
。
燃
油

高
騰
に
よ
り
国
も
代
替
燃
料
を
奨

励
し
て
い
る
が
、
ハ
ウ
ス
農
家
の

資
金
力
も
厳
し
く
、
今
後
当
事
者

の
意
見
も
聞
き
、
対
応
策
を
検
討

す
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
燃
料
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、

無
加
温
で
栽
培
可
能
な
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
が
考
え
ら
れ
る
が
、
三
重
張

り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
整
備
に
係

る
国
・
県
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

問
う
 

 （
答
弁
）
 

無
加
温
で
栽
培
可
能
な
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
は
、
１０
年
位
は
栽
培
可
能
。

相
談
が
あ
れ
ば
Ｊ
Ａ
・
普
及
所
と

も
協
議
を
行
う
が
、
ハ
ウ
ス
助
成

の
国
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
県
の

補
助
も
利
用
し
に
く
い
制
度
で
あ

る
。
国
に
対
し
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
こ
と
も
今
後
要
請
し
、
市
が
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
か
協
議
し
て

い
き
た
い
。
 

 
（
質
問
）
 

　
減
反
政
策
に
つ
い
て
、
見
直
す

時
期
と
思
う
が
市
長
の
所
見
は
 

 （
答
弁
）
 

基
本
的
に
は
、
減
反
政
策
は
間

違
っ
た
政
策
と
認
識
し
て
い
る
。

　
水
田
の
保
存
は
、
国
土
保
全
・

景
観
の
維
持
・
植
物
の
生
き
る
場

と
し
て
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
あ
り
、
減
反
を
や
め
て
も
農
家

が
困
ら
な
い
と
い
う
政
策
を
つ
く

ら
な
い
と
い
け
な
い
。
 

 
（
質
問
）
 

　
農
家
の
所
得
向
上
方
策
と
し
て
、

「
春
陽
米
」
「
無
花
果
（
い
ち
じ

く
）
」
の
栽
培
を
奨
励
し
て
は
 

 （
答
弁
）
 

春
陽
に
つ
い
て
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
糖
尿
病
患

者
、
糖
尿
病
予
備
軍
の
方
な
ど
に

対
し
て
有
効
な
商
品
に
な
る
と
思

う
。
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
の
商

品
と
し
て
市
外
に
売
り
出
し
た
い
。
 

無
花
果
（
い
ち
じ
く
）
の
栽
培

に
つ
い
て
、
今
後
指
導
員
と
も
相

談
し
な
が
ら
販
路
の
確
保
・
栽
培

等
の
研
究
を
検
討
し
た
い
。
 

 
（
質
問
）
 

　
漁
業
振
興
と
し
て
、
稚
魚
の
放

流
を
し
て
は
ど
う
か
 

 （
答
弁
）
 

現
在
、
ヒ
ラ
メ
・
エ
ビ
の
放
流

を
行
っ
て
い
る
。
市
２
分
の
１
、

漁
協
２
分
の
１
の
負
担
で
あ
る
が
、

今
後
市
の
負
担
割
合
を
考
慮
す
る

等
漁
協
と
協
議
し
、
放
流
量
が
増

加
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。
 

 
（
質
問
）
 

　
将
来
の
農
林
業
等
に
対
す
る
市

長
の
決
意
は
 

 （
答
弁
）
 

国
の
政
策
転
換
の
必
要
性
を
感

じ
る
。
本
市
と
し
て
は
、
セ
ン
ト

ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
を
活
用
し
な
が
ら

市
が
主
体
的
に
関
わ
り
所
得
向
上

に
努
め
た
い
。
 

        

  
１
　
農
業
問
題
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
農
産
物
の
地
産
地
消
・
食
料
の

自
給
率
の
向
上
を
真
剣
に
め
ざ
し
、

安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
農

政
へ
の
転
換
を
地
方
か
ら
求
め
て

い
く
重
要
な
転
機
に
あ
る
。
 

　
農
業
を
担
っ
て
き
た
多
く
の
高

齢
者
が
「
現
役
引
退
」
を
目
前
に

す
る
中
、
今
後
誰
が
農
地
を
管
理

し
、
誰
が
食
糧
生
産
と
農
村
を
担

う
の
か
と
い
う
問
題
は
、
農
家
だ

け
で
は
な
く
、
本
市
全
体
が
真
剣

に
向
か
う
べ
き
課
題
だ
。
 

 （
答
弁
）
 

少
量
で
も
日
本
一
の
特
産
品
づ
く

り
が
大
切
だ
。
市
が
指
導
的
役
割

を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
セ
ン
ト
ラ

ル
キ
ッ
チ
ン
も
本
市
の
特
産
品
を
総

合
的
に
売
り
出
す
と
い
う
試
み
の

中
で
生
ま
れ
た
。
Ｊ
Ａ
・
農
業
委

員
会
・
生
産
団
体
と
も
密
接
に
連

携
し
、
原
油
の
高
騰
対
策
も
含
め

支
援
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
国
・

県
に
も
要
請
・
協
力
を
求
め
、
農

家
の
意
欲
に
は
、
必
ず
応
え
る
と
い

う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 
（
質
問
）
 

「
食
の
安
全
都
市
宣
言
」
や
「
地

産
地
消
」
等
を
掲
げ
る
取
り
組
み

も
必
要
 

 （
答
弁
）
 

議
会
と
と
も
に
協
議
し
な
が
ら

進
め
る
こ
と
も
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
 

 （
質
問
）
 

　
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
に
つ
い

て
、
農
村
集
落
の
高
齢
者
が
栽
培

し
た
農
産
物
の
集
荷
や
計
画
栽
培

体
制
を
構
築
し
、
年
金
生
活
者
の

健
康
・
生
き
が
い
と
な
る
取
り
組

み
こ
そ
、
農
村
集
落
を
守
る
た
め

に
必
要
 

 （
答
弁
）
 

限
界
集
落
等
を
最
も
重
視
し
、

営
農
指
導
員
等
に
よ
り
栽
技
技
術

も
高
め
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン

と
し
て
優
先
的
に
取
引
を
す
る
課

題
と
考
え
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
限
界
集
落
支
援
対
策
と
し
て
、

田
畑
の
管
理
、
有
害
鳥
獣
対
策
に

併
せ
、
買
い
物
、
通
院
等
の
交
通

の
確
保
な
ど
地
域
で
安
心
し
て
自

然
を
守
り
生
活
で
き
る
支
援
や
援

助
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
 

 （
答
弁
）
 

生
き
残
り
を
か
け
た
特
産
品
づ

く
り
や
色
々
な
計
画
を
立
案
し
、

岡
　
宣
男
　
議
員
 

 

岡
林
喜
男
　
議
員
 

 

ふるさと納税制度とは 
 平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とは 
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そ
れ
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

特
段
の
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
自
給
率
が
極
端
に
低
い
今
の
日

本
で
こ
そ
充
実
し
た
価
格
保
障
制

度
を
確
立
す
べ
き
 

 （
答
弁
）
 

こ
れ
だ
け
環
境
問
題
が
言
わ
れ

な
が
ら
物
の
価
格
の
中
に
環
境
が

加
味
さ
れ
て
い
な
い
。
地
球
に
優

し
い
か
ど
う
か
を
物
の
価
格
の
中

に
物
差
し
と
し
て
入
れ
て
、
環
境

税
等
へ
の
直
接
支
払
制
度
は
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
、
全
て
の
も
の

に
価
格
保
障
と
い
う
の
は
い
か
が

か
と
思
う
。
 

               

  
１
　
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
市
は
ど
う
取
り
組
む
か
 

 （
答
弁
）
 

温
暖
化
対
策
は
、
人
類
が
生
き

延
び
る
た
め
の
最
大
の
問
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
「
高
知
県

協
働
の
森
」
制
度
に
は
、
か
な
り

の
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
市
と

し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
 

 
（
質
問
）
 

　
環
境
教
育
は
 

 （
答
弁
）
 

環
境
問
題
解
決
に
必
要
な
判
断

力
と
、
そ
の
こ
と
を
実
際
の
行
動

に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
教

育
課
程
に
環
境
教
育
を
明
確
に
位

置
づ
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
 

 
（
質
問
）
 

　
レ
ジ
袋
対
策
は
 

 （
答
弁
）
 

レ
ジ
袋
対
策
は
、
環
境
課
を
中

心
に
商
工
会
議
所
と
連
携
を
図
っ

て
い
く
。
 

 

２
　
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
 

 （
質
問
）
 

　
７７
億
円
巨
費
の
投
入
で
の
効
果
は
 

 （
答
弁
）
 

教
育
界
に
競
争
原
理
を
持
ち
込

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
テ
ス
ト
結
果
が

遅
い
た
め
、
卒
業
間
近
の
子
ど
も

達
に
恩
恵
が
与
え
ら
れ
な
い
。
見

解
と
し
て
は
、
抽
出
で
行
う
等
の
工

夫
が
必
要
で
あ
り
、
毎
年
行
う
こ

と
に
意
義
は
見
い
出
し
に
く
い
。 

 
３
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

　
そ
の
推
進
に
つ
い
て
 

 （
答
弁
）
 

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
卒
業
後
、

就
職
し
て
も
早
期
に
離
職
の
傾
向

に
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
社
会
を
知
ら

な
い
こ
と
が
一
因
と
言
わ
れ
る
中
、

職
業
観
、
勤
労
観
及
び
職
業
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
自

己
の
個
性
の
理
解
と
主
体
的
に
進

路
を
選
択
す
る
能
力
と
態
度
を
育

て
る
教
育
を
言
い
、
平
成
９
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
社
会
保
険
労
務

士
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。 

 
 

４
　
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
 

 （
質
問
）
 

　
市
長
の
ご
意
見
を
 

 （
答
弁
）
 

北
海
道
栗
山
町
「
議
会
基
本
条

例
」
は
、
議
会
報
告
会
の
設
置
な

ど
市
民
へ
の
直
接
対
応
が
で
き
る

点
で
良
い
の
で
は
な
い
か
、
ま
た

執
行
部
か
ら
議
員
へ
逆
質
問
が
で

き
る
反
問
権
な
ど
は
、
大
変
良
い

と
思
う
。
 

 
　
議
会
基
本
条
例
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
で

検
討
す
る
。
（
議
長
）
 

■
 

委
員
長
報
告
（
要
旨
） 

 産
業
厚
生
常
任
委
員
会
 

 最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て
 

 本
件
は
、
９
０
０
万
人
を
超
え

る
国
民
年
金
だ
け
の
人
の
平
均
月

額
は
４
７
，０
０
０
円
に
す
ぎ
ず
、

無
年
金
者
も
１
０
０
万
人
超
と
推

測
さ
れ
て
お
り
、
無
年
金
・
低
年

金
者
は
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
上
、
国
保
・
介
護
保

険
料
の
引
き
上
げ
、
医
療
制
度
の

改
革
に
よ
る
負
担
増
と
な
っ
て
い

る
現
状
か
ら
、
国
の
責
任
に
お
い

て
「
消
え
た
年
金
問
題
」
の
解
決

と
、
最
低
保
障
年
金
制
度
が
実
現

す
る
よ
う
国
に
対
し
て
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
で
あ
り
ま
す
。
 

当
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

「
消
え
た
年
金
問
題
」
に
つ
い
て

は
、
了
承
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
に
つ

い
て
は
、
一
日
で
も
早
く
実
現
を

求
め
る
べ
き
と
の
意
見
や
、
現
在
、

国
に
お
い
て
も
最
低
保
障
年
金
制

度
の
検
討
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
結
果
や
動
向
等
も
踏
ま
え
慎
重

に
対
応
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
採
決
に
よ
り
不
採
択
と
決
し

ま
し
た
。
 

武
藤
　
清
　
議
員
 

 

ふるさと納税制度とは 
 平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とは 
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議会日誌 
２７日 

９日 

１１日 

１７日 

１７日 

２１日 

２３日 

２５日 

１６日 

２０日 

２３日 

２６日 

２６日 

２８日 

３日 

９日 

１０日 

２０日 

３月 
 
 
 
 
 

　４月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５月 
 
 
 
 
 
 
 

６月 

高知県緑資源特定森林圏整備推進協議会の解散に伴う新組織設立総会（四万十町） 

第111回高知県市議会議長会定期総会（高知市） 

議会だより編集委員会 

議会だより編集委員会 

道路整備期成同盟会全国協議会総決起大会（東京都） 

全国市議会議長会第４回地方分権改革・道州制調査特別委員会（東京都） 

第71回四国市議会議長会（高知市） 

平成20年度土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会総会（四万十市） 

議会運営委員会 

第19回四国西南サミット 

平成20年度四国西南地域道路整備促進協議会総会（愛媛県愛南町） 

総務文教常任委員会 

産業厚生常任委員会 

第84回全国市議会議長会定期総会（東京都） 

清水警察署の存続について、県警察本部、清水署との協議 

議会運営委員会 

６月定例会開会 

６月定例会閉会 

○市議会を傍聴してみませんか。 

　開催日程など詳細は、事前に議会事務局 

　（TEL８２－１１１２）までお問い合わせください。 

○次回の開会予定は９月上旬です。 

　日程が決まり次第、防災行政無線でお知らせ 

　いたします。　 

 

暑
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
の
９
月
か
ら
６
人
の
メ
ン
バ
ー

で
議
会
だ
よ
り
の
編
集
作
業
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
編
集
は
本
号
で
最
後
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
間
、多
く
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
議
会
だ
よ
り
が
発
行
で
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
 

次
号
か
ら
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
編
集
と
な
り
ま
す
が
、よ
り
一
層
の

紙
面
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
、暑
さ
が
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。
 

 

編
集
委
員
長
　
岡
林
守
正
 

編
集
後
記
 

 

土

佐

清

水

市

議

会

だ

よ

り

 

編

集

委

員

会

 

岡
林
　
守
正
 

小
川
　
豊
治
 

森
　
　
一
美
 

西
原
　
強
志
 

岡
林
　
喜
男
 

橋
本
　
敏
男
 

ふるさと納税制度とは 
 平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とは 
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お知らせ 

土佐清水市は、「愛と自然に満ちた活力あるまち」
を目指して、さまざまな取り組みを展開しています。 
その一つとして、「土佐清水市ふるさと元気寄付金」
をスタートさせました。 

　皆様からいただいた寄付金は、環境･防災、教育、
地域活性化などの土佐清水市を元気にする事業に活
用させていただきます。寄付を申し込まれる際に、
次の4つのうちからお選びいただけます（ご指定の
ない場合は、いずれかの事業で活用させていただき
ます）。 
　1.ふるさとの海･山･川の元気応援事業 
 ・なつかしい風景をそのままで･･･ 
 ・南海地震に備えちょこう！ 
　2.教育環境日本一！事業 
 ・未来を担う子どもたちへ日本一の教育環境を･･･ 
　3.土佐清水まるごと元気応援事業 
 ・観光やイベント助成など活力あるまちづくりの
　　ために･･･ 
　4.市長におまかせ！事業 
 ・１～３以外の土佐清水市を元気にする事業 

寄付金の活用について 

　土佐清水市ふるさと元気寄付金は、「土佐清水市
を元気にしたい」という皆様の思いを形にするため
の取り組みです。寄付の強要をしたり、電話で寄付
のお願いをすることはありませんので、詐欺行為に
は十分ご注意ください。 

ご注意ください！ 

土佐清水市 

　　ふるさと元気寄付金　 

ふるさと納税制度とはふるさと納税制度とは 
 

※税金の控除を受けるためには、所得税の確定申
　告または住民税の申告が必要です。申告の際には、
　市の発行する寄付金受領証明書と寄附金税額控
　除申告書が必要ですので大切に保管してください。 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
企画広報室 　（82）1111 内線212･317

　10月1日、5年に一度の住宅･土地統計調査が行わ
れます。土佐清水市では91調査区が設定されており、
その調査区が含まれる地区は下記のとおりとなっ
ています。 
（1調査区は70戸（建物）以内で設定されています） 
　8月下旬から9月上旬にかけて、高知県知事が任
命した調査員が、確認などのため担当地域を巡回
します。 
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

　ただいま、来年の県民手帳（2009年版）の
購入予約申し込みを受け付けています。 

内 容：行政区画図、日記編（行事予定表・日記）、 
　　 　資料編（県内主要統計表･官庁関係資料･暮らしの

各種資料）、住所録、東京･大阪地下鉄路線図、他 
価 格：ポケット版（ 8㎝×12㎝）450円 
　　　 デ ス ク 版（13㎝×21㎝）750円 
申し込み期限：8月22日（金） 

 県民手帳予約受付中！！ 

平成20年住宅･土地統計調査に 
　　　　　　　ご協力ください 

旭町、天神町、元町、緑ヶ丘、幸町、栄町 
本町、市場町、戎町、小江町、汐見町、浜町、 
越前町 
浦尻、ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ、中浜（東部･谷前･川西）、 
大浜（西部･柿ノ内）、松尾（北部･東部･西部）、 
足摺岬（西部･北部･岬･赤碆）、津呂（北部）、 
大谷、窪津（中部･川北）、以布利（中部･北部･ 
伊予駄馬）、大岐（内沢･和田）、加久見（北部･ 
西部）、養老、松崎 
市野々、長野、大川内、小方（西部）、 
下浦（西部･港口･東部）、布浦、東谷、 
布郷（西部･北部）、久百々 
上野（北部･西部）、下益野（中部･東部）、 
浜益野、三崎浦（二丁目･三丁目）、 
斧積（南部）、下ノ段（南部）、竜串、爪白 
下川口浦、下川口郷、片粕、歯朶ノ浦、 
貝ノ川、大津、宗呂上、宗呂下、有永、珠々玉 

市 街 地   

 

 

 
半 　 島  

 

 

 

下ノ加江 

 

三 　 崎   

 

下 川 口  

 
 

土佐清水市姉妹都市友好協会 

新規会員募集中！！ 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
姉妹都市友好協会 事務局　(82)1111内線317 

（市役所企画広報室内） 

　友好協会では、新規会員を募集しています。 
 姉妹都市との交流に参加しませんか。 

平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

平成20年5月1日からスタートしたこの制度は、 
「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを元気にし
たい」「ふるさとではないが、思い出のあるあの
まちを応援したい」という皆様の思いを活かし、
形にするため自治体などに寄付をすると、寄付金
の5,000円を超える額について、住民税（所得割）
の約1割程度を限度として、確定申告等により、所
得税と合わせて税額控除されるものです。 

ふるさと納税制度とはふるさと納税制度とは 
 
ふるさと納税制度とは 
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～平成20年4月1日スタート～ 
【改正ポイント】 

☆お問い合わせ☆   
 高知労働 局総合労働相談コーナー 　0120-783-722 
   四万十総合労働相談コーナー 　0880（35）3148

～海の掃除屋～海鼠展 
期 間：7月19日～8月31日 

夏休み親子木工教室 
期 間：7月19日～8月30日　毎週土曜日 午前10時～正午 
人 数：先着10組　※入館料が必要です 
各開催日の3日前までにご連絡ください 

なまこ  

お知らせ 

高知地方裁判所事務局総務課庶務係 　088（822）0340 

　裁判員制度は、国民から選ばれた裁判員が、刑事裁判
に参加する制度です。 
　6人の裁判員と3人の裁判官は、ともに刑事裁判に立ち
会い、被告人が有罪か無罪か、どのような刑にするかを
判断します。 

　高知地方裁判所では、出張説明会、裁判傍聴･法廷見学、
ビデオ･DVDの貸出しをしています。ぜひ勉強会・研修
会などにご利用ください。 

裁判員に選ばれる確率は？ 

高知県では、1年間におよそ3,430人に1人と

見込まれています。 

裁判員制度 平成21年5月21日スタート 

高知労働局雇用均等室 　088（885）6041 

（財）四国電気保安協会 高知支部清水事業所 　（82）4164 

・雇い入れの際、昇給･賞与･退職手当の有無について文
書などで確認しましょう。 

・待遇の決定にあたって考慮した事項を説明してもらえ
ます。 

・正社員へ転換するチャンスが生まれます。 
・パートタイム労働者の待遇は、その働きや貢献に応じ
て決定されます。 

　解雇や賃金引下げ、労働時間、いじめやセクシュアル
ハラスメントなど職場でのトラブル相談をお受けします。 
　また、高知労働局と県労働委員会では、あっせんなど
も行っています。お気軽に相談窓口をご利用ください。 

パートタイム労働法が変わりました 

夏の感電事故防止 

無料労働相談 
  ～職場のトラブルでお悩みの方へ～ 

Q
A
Q
A

　夏は水を使う機会が多いうえに、暑さで汗をかきや
すくなるため感電事故が多く発生しています。 
　「ぬれ手に電気」、「ぬれ手にプラグ」が危険なこ
とは、十分ご承知でしょうが、ついウッカリ差し込み
プラグやソケットに
ぬれ手で触ることが
あります。 
　電気製品を扱う時
は、忙しい時でも、
手をよく拭いてから
取り扱う習慣をつけ
ましょう。 

ご利用ください 

　有　料　広　告 
～「広報とさしみず」で情報発信を～ 

　本誌「広報とさしみず」では、有料広告掲載を希望す
る方を募集しています。 
　「○○ショップオープン」、「うちの店ではこんなサ
ービスをしています！」、「○○教室 生徒募集中」から
「○○校同窓会のご案内」など、いろいろとご活用いた
だけます。広報とさしみずで、あなたからの情報を発信
してみませんか。 

       ～お申し込みは随時受付中です～ 
※掲載する広告は、お申し込みの時に内容をお伺いしま
す（メモ書きでも可能）。完成した原稿がない場合でも
企画広報室で作成しますので、お気軽に企画広報室広
聴広報係までお問い合わせください。 
・複数月（3･6･12カ月）でお申し込みの場合には、割引
きがあります。また、隔月で申し込みの場合も割引の
適用が可能です。 
・催し物や季節の行事などにあわせて月ごとに掲載内容
を変更することが可能です。 

料　金　表 
広 告 規 格  
サイズ縦×横（　） 

1号広告 
（約5.0×約18.5） 

2号広告 
（約10.5×約9.0） 

3号広告 
（約5.0×約9.0） 

1カ月 

20,000

20,000

10,000

50,000

50,000

25,000

80,000

80,000

40,000

160,000

160,000

80,000

3カ月 6カ月 12カ月 

足摺海洋館 夏のイベント 
高知県立 足摺海洋館 　（85）0635

水の事故に気をつけよう 
夏期水難事故防止期間 6月1日～8月31日 
○ 一人で泳ぎに行かないこと。 
○ 水の多い日、波の高い日は泳ぎに行かないこと。 
○ 準備運動はしっかりとしよう。 
○ 休みながら泳ごう。 
○ 危険な場所で泳がないこと。 
○ 水遊びは大人の人と一緒に行こう。 
○ 水の近くで遊ぶときも十分注意してね。 
           ～高知県警察本部 ・清水警察署～ 

☆お問い合わせ☆   
 企画広報室広聴広報係　（82）1111 内線317
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☆お申し込み・お問い合せ☆ 
健康推進課 社会長寿係 　（82）1111内線302

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
   日本将棋連盟土佐清水支部 事務局 　（82）2024

防衛省平成20年度各種自衛官採用試験案内 
募集種目 

2等陸海空士 

（男･女） 

一般曹候補生 

航空学生 

看護学生 

受付期間 

男子 受付中 

女子 8/1～9/10 

     8/1～9/10 

     8/1～9/10 

     9/8～9/30

1次試験日 

9/18・9/25・10/2 

       9/29        

       9/20        

       9/23        

      10/25   

第11回 土佐清水市長杯争奪 将棋大会 

Q
A

金 

募　集 

斎場の指定管理者を公募します 

警 察 官 募 集 ！  

環境課 　（82）1214 

清水警察署 　（82）0110 

　土佐清水市では、斎場（浦尻字大駄馬山423-170）の指
定管理者を募集します。 
　これは地方自治法の改正により、民間事業者が公の
施設の管理を代行することができるようになり、利用
者の多様なニーズに応える質の高いサービスと、効果
的･効率的な管理運営を実現するための工夫をこれまで
以上に取り入れるためのものです。 
　募集要項：8月4日（月）から市環境課で配布します。 
　応募資格：市内に事業所、営業所を有する事業者･団

体（任意団体で可、個人は不可）。 
　説 明 会：8月19日（火）市役所2階第4会議室にて 
　締め切り：8月29日（金） 
※詳細な応募資格等は、募集要項にあります。 
 （市ホームページにも掲載しています） 

会 場：高知県立美術館（高知市高須353-2） 
会 期：9月10日（水）～9月15日（月） 
　　　　午前9時～午後5時（10日（水）は午前10時開場） 
搬 入：9月 7 日（日）午前9時～午後3時 
搬 出：9月15日（月）午後5時～5時30分 
        9月16日（火）午前9時～正午 
※ご希望の方はとりまとめて搬入･搬出します。 
9月5日（金）に梱包のうえ市健康推進課社会長寿係ま
でご持参ください。 

※出品手数料：1点につき 1,000円 
※応 募 資 格：県内在住者または出身者で昭和24年4月 
　　　　　　　1日以前に生まれた方 
※出 品 作 品：洋画･日本画･書道･写真･工芸で各部門 
　　　　　　　1人につき1点。自作で未発表のもの 
　　　　　　　（共同制作も可） 

　受験説明会を7月24日 午後1時からホンダカーズ四万
十（四万十市具同5380-1）で、7月25日 午後1時から宿毛
文教センター（宿毛市中央2丁目7-14）で実施します。 
　詳細･不明な点は、自衛隊四万十地域事務所　  
　℡ 0880-35-3096までお気軽に相談してください。 

　初心者から有段者まで、将棋ファンの皆さまの
ご参加をお待ちしています。 
　日　時：8月24日（日） 
　受　付：午前9時～9時45分 
　開　始：午前10時（予定） 
　場　所：中央公民館 
　参加費：大人　1,000円　 
 　　　　学生　無 料 
　　　　※弁当入用の方は別途500円 
○クラス：Ａ級・Ｂ級・Ｃ級 
　主　催：日本将棋連盟土佐清水支部 
　後　援：市教育委員会 生涯学習課 

第37回 高知県オールドパワー文化展 
　　　　　　　　　　　出展作品募集 

　高知県警察では、警察官の
採用募集を行っています。 
将来の高知県警察の担い手と
なる、知性と勇気あふれる若
者の応募を待っています。 
高知県警察官Ｂ 
受 験 資 格：昭和53年4月2日から平成3年4月1日ま

でに生まれた方（ただし、学校教育法
による4年制の大学等を卒業した方及
び平成21年3月までに卒業見込みの方
を除く） 

申込み受付期間：８月15日（金）～9月2日（火） 
第一次試験日：10月19日（日） 
試験案内（申込書）配布場所：県警察本部、県下警察署等 

NPO法人スポーツクラブ スクラム職員募集 
NPO法人スポーツクラブスクラム事務局 　（82）1087 

採用職種･人員：事務局長・1人 
受 験 資 格 等：年齢不問、普通自動車運転免許、スポー

ツ指導者の経験者でボランティア精神に富
む人、クラブマネージャー資格取得者、採
用後土佐清水市に居住できる人 

採 用 予 定 日：平成20年9月1日（月） 
応 募 期 間：8月1日（金）～8月15日（金） 
               　※郵送による申込みは8月15日（金）必着 
試 験 日 時：平成20年8月21日（木） 午後1時30分 
試 験 会 場：土佐清水市立市民体育館 
試 験 内 容：面接 
必 要 書 類：①申込書（受験願書･履歴書）、②写真3

枚（上半身･脱帽正面向き、最近6ヵ月
以内に撮影したもの 縦4㎝×横3㎝）、
③資格証明書の写し 

王
将 
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～温室効果ガス(二酸化炭素：CO2)削減～ 

☆お問い合わせ☆ 
環境課 　（82）1111内線318

☆提出先･お問い合わせ☆ 
市選挙管理委員会 　（82）1111 内線241･242 
〒787-0392 土佐清水市天神町11番2号 

選管コーナー 環境コーナー 

家庭でできる地球温暖化対策！ 

ＥＣＯライフで家計も節約！ 

　高知海区漁業調整委員会委員選挙人名簿は、毎年１回
（9月1日調製、12月5日確定）の定時登録であり、申請に
基づき選挙管理委員会が選挙権の有無を調査して登録し
ます。申請がなければ名簿漏れとなり、選挙があっても
投票することができません。 
　今回登録された選挙人名簿は、平成21年12月４日まで
1年間据え置かれ、期間内に執行される選挙に用いられ
ます。 
　次の資格要件に該当される方は、漁業調整委員会委員
選挙人名簿の登載申請書を提出してください。 
  
● 資格要件 
１．1年に90日以上漁船を使用する漁業を営む者（漁業

経営者）、またはこの漁業の水産動植物の採捕また
は養殖に従事する者（漁業従事者）。 

２．平成20年9月1日現在で土佐清水市の区域内に住所ま
たは事業所を有する者（住所要件）。 

３．平成20年12月5日現在で満20歳以上の者。 
   ｛昭和63年12月6日以前に生まれた者 ｝（年齢要件） 
  
● 申請の期間：平成20年9月1日～平成20年9月5日 
  
● 選挙人名簿調製期限： 
              　　平成20年10月15日 
  
● 選挙人名簿縦覧期間： 
              　　平成20年10月20日～平成20年11月3日 
　申請書に基づいて作成した名簿をこの縦覧期間中に選
挙管理委員会で縦覧できます。ご自身が選挙人名簿に登
載されているかどうかを期間内に確かめてください。 
　なお、名簿登載の決定に関して異議のある方は、この
期間内に異議の申し立てをすることができます。 
  
● 選挙人名簿確定日：平成20年12月5日 
  
※申請書は市選挙管理委員会、各市民センター、 
　漁業協同組合、区長場に置いています。 
◎高知海区とは高知県の地先海面をいいます。 

高知海区漁業調整委員会 
　農林水産大臣が定めた海区の区域内における漁業
に関する事項を処理します。 
　委員会は選挙による委員9人、学識経験者から知事
が選任した者4人、海区内の公益を代表すると認めら
れる者の中から知事が選任した者2人、計15名で構成
され、任期は4年、現在の委員の任期は平成24年8月
14日までとなっています。 

高知海区漁業調整委員会委員 
　　選挙人名簿登載の申請について 

地球温暖化とは！  
　太陽の日射で加熱された地表の熱
は大気中の温室効果ガス（二酸化炭
素など）に吸収され、地表を加熱し
ます。産業や森林開発などの人間活
動が加わり、ガス濃度が増し、地球
規模での気温上昇が進行しています。 
　影響として、海面上昇による沿岸域の水没や異常
気象の発生、伝染病危険地帯の増加のほか、さまざ
まな公害を助長する恐れがあるといわれています。 

　カーテンで日光を調節したり、クー
ルビズなどで冷房の設定温度を今よ
り１℃高く（冬の暖房も１℃低く）す
れば、年間33kgの温室効果ガス削減
になります。また、約1,800円の電気
代節約になります。 

　週2日･往復8kmの自家用車
の運転を控え、1日5分のアイ
ドリング･ストップをすると、年
間184kgの温室効果ガス削減
になります。また、約11,100
円の燃料代節約になります。 

ゴミ分別　　ワンポイント!
　家電製品の分別方法についてのお問い合わせが

よくあります。 

　家電製品は、全部粗大ゴミと思われている方が、

けっこういらっしゃるようですが、家電製品でも

最長辺が50㎝以下の製品は、指定ごみ袋に入れ可

燃物の収集日に出してください。部品を分解して

50㎝以下に小さくして出していただいても構いま

せん。 

電子レンジ、トースターなど角のあるもの、重量
のある物は、袋が裂けないように新聞紙をあてる
などすれば安心して持ち運びができます。 
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開催期間：10月10日（金）～10月15日（水） 

　　　　　午前9時～午後5時まで（最終日は午後4時まで）

開催場所：市民文化会館 

審 査 員：洋 画　入交 啓　　 日本画　市川 雅彦 

　　　　　書 道　和田 大康　 写　真　津野 廣幸 

　　　　　工 芸　大野 良一 

＜出品規定＞ 

＊土佐清水市在住者(勤務者も含む）及び出身者（出品経

験者）で満16歳以上（高校生を含む）とし、自己の創作

による。 

　ただし、書道の場合は古典臨書も可。 

＊風教に害のない未発表のものに限る。 

　ただし、無鑑査出品の場合、県内未発表の作品は可。 

＊出品数は各部門1人5点以内とする（合作も可）。推薦、

無鑑査は3点以内。ただし、制作後5年を経過したもの

は認めない。 

・洋　　画：枠装または額装を含め縦、横180cm以内 

・日 本 画：100号以内で枠装または額装 

・書　　道：縦2.3ｍ×横4.0ｍ以内の表装した作品で、

釈文を添付（ガラス張りは半折まで） 

・写　　真：4つ切り以上全倍（70cm×100cm）以内で枠

装又は額装のこと（ガラス張りは認めない） 

・工　　芸：2ｍ×2ｍ×1ｍ以内。彫塑は石こうまたは

　　　　　　実材に限り、粘土は認めない 

搬 入 日 時：9月27日（土）～9月28日（日） 

　　　　　　 午前9時～午後　5時 

搬 入 場 所：市民文化会館 

搬 　 　 出：10月15日（水）午後4時～5時 

　　　　　　 10月16日（木）午前9時～11時 

主 　 　 催：土佐清水市･高知新聞社 

第48回土佐清水市美術展覧会 我が家の地震対策は万全ですか？ 
平成７年に起きた兵庫県南部地震（阪神・淡路大地震）で
亡くなった人の9割は、地震発生後14分以内に亡くなって
いました。これは、兵庫県の監察医のグループによる調
査結果からわかったことです。更に犠牲になった方の95
％以上が建物の影響で亡くなっています。このことを言
い換えると、建物に十分な耐震性があり、家具がきちん
と固定されていたならば、亡くなる方がほとんどいなか
ったということになります。 
  
木造住宅耐震診断事業 
　県が策定した診断マニュアルに基づき、耐震診断士が
現地調査を行います。 
　対象住宅：昭和56年5月31日以前に建築された 
             　木造2階建て以下の住宅 
　個人負担：1棟当たり3,000円 
  
木造住宅耐震改修設計費補助事業 
　上記の耐震診断を受診して、倒壊のおそれがあるとさ
れた住宅（評点が1.0未満）を安全な住宅（評点1.0以上）にす
る改修補強設計に対して補助をしています。 
＜要 件＞ 
・木造住宅耐震診断（上記の診断）の評点が1.0未満である
もの。 

・耐震改修後の評点が1.0以上となる計画であるもの。 
・耐震改修設計を登録設計事務所が実施するもの。 
　（助成金額）設計にかかった費用の2/3の額。 
　最高20万円 
  
木造住宅耐震改修費補助事業 
　安全な住宅（評点が1.0以上）にする改修補強工事に対し
て補助をしています。 
＜要 件＞ 
・木造住宅耐震診断（上記の診断）の評点が1.0未満である
もの。 

・耐震改修後の建物全体の評点が1.0以上となる工事であ
るもの、または一階の部分の評点が1.0以上となるもの。 

・耐震改修工事を登録工務店が実施するもの。 
（助成金額）最高60万円 
  
※募集棟数を越えた場合は調整させていただく場合があ
　ります。 

南海地震対策コーナー 生涯学習コーナー 

☆お申し込み･お問い合わせ☆ 
総務課 総務･南海地震対策係 　（82）1111内線225

☆お申し込み･お問い合わせ☆ 
教育委員会 生涯学習課（中央公民館内）　（82）0472
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（区長場分のみ掲載しています） 

8月5日（火） 
　　上野区長場　　　　　11：00～11：15 
8月6日（水） 
　　足摺岬区長場　　　　13：00～13：40 
　　大浜区長場　　　　　14：55～15：10 
　　中浜区長場　　　　　15：20～15：50 
8月7日（木） 
　　津呂区長場　　　　　10：55～11：20 
8月8日（金） 
　　貝ノ川浦（漁港付近）　10：50～11：10 
　　三崎浦区長場　　　　 11：30～11：55 
8月12日（火） 
　　長　　笹　　　　　　11：45～12：00 
　　下　　浦（漁港内）　　14：15～14：30 
8月14日（木） 
　　大岐福祉センター　　15：30～15：45

※天候により日程が変更になる場合があります。 
 場所がわからない時は、市民図書館までお問い合わ 
　せください。 

☆お問い合わせ☆ 
市民図書館 　（82）4151

☆チケットのご予約・お問い合わせ☆ 
市民文化会館 　（82）3300

新曲キャンペーン企画 

　八代 亜紀 ふれあいコンサート 

チケット発売日：8月10日(日) 午前10時より 

市役所のゴーヤを収穫したよ！ 
旭保育園のみなさん 

図書館コーナー 文化会館コーナー 

期　間：8月31日（日）まで 
・夏休みの自由研究に役立つ本 
・オリンピックに関する本　 
・夏季大学講座講師の本 
・戦争と平和に関する本　　 

図書の展示 

期　間：8月31日（日）まで 
　県立図書館の移動図書館車からお借りした約100冊の
本で「県立文庫コーナー」を設置しています。 
　児童書中心ですので夏休みの読書にご利用ください。
次回巡回日は、9月6日（土）を予定しています。 

ご利用ください、県立文庫コーナー 

 書庫1階に最新版のハローページとデイリータウンペー
ジを揃えています。ご利用の際は職員にお申し出ください。 

全国の電話帳がご利用いただけます 

・インターネットが利用できます（高校生以上） 
・館内所蔵のビデオ・DVDが視聴できます（中学生以上） 
・放送大学の講座を視聴できます（中学生以上） 

　次の日程で巡回しています。本館で借りた本の返却
もできますのでぜひご利用ください。 

２階視聴覚室にて 

8月の移動図書館巡回予定 

日　時：8月16日（土） 

           昼の部 午後2時 

               （開場 午後1時30分） 

           夜の部 午後6時 

               （開場 午後5時30分） 

場　所：市民文化会館 

入場料：親　子　券 3,500円（当日 4,000円） 

（全席指定） 高校生以上 2,500円（当日 3,000円） 

         中学生以下 1,500円（当日 2,000円） 

主　催：NPOとさしみず 

共　催：土佐清水市教育委員会 

＜同時上映＞ 
「ヒヤ･ヒヤ･ヒヤリコと 
 ばぶ･ばぶ･ばいきんまん」 
日　時：8月31日（日） 
　　　　①午前10時　②午後1時 
場　所：市民文化会館 
入場料：親　子　券　1,500円（当日 2,000円） 
         一般/高校生　1,000円（当日 1,500円） 
         中学生以下　　800円（当日 1,000円） 
主　催：NPOとさしみず 
共　催：土佐清水市教育委員会・TOHOシネマズ高知 

日　時：11月23日（日） 

開　演：①午後2時 

　　　　（開場 午後1時30分）

　　　　②午後6時 

　　　　（開場午後5時30分） 

場　所：市民文化会館 

入場料：4,800円（全席指定） 

主　催：NPOとさしみず 

共　催：土佐清水市教育委員会 
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市役所のゴーヤを収穫したよ市役所のゴーヤを収穫したよ！ 市役所のゴーヤを収穫したよ！ 
旭保育園のみなさん 旭保育園のみなさん 

　市税納税者の96％の皆さまが納期内（遅くとも年度内）
納入にご協力いただいています。 
 今後も納期内納入にご協力をお願いします。 

『ねんきん特別便』 
 年金記録の確認にご協力ください 

市税の納期内納入にご協力ください 

　市では、納期内に納入していただいている96％の方
との税負担の公平性を維持するため、文書や電話など
による再三の催告にもかかわらず、納付に応じない滞
納者に対して預貯金や給与などの差押えを行っています。 
 今回、新しい取り組みとして、「タイヤロック（車
輪止め）」を導入しました。これは滞納者（個人･法人）
の所有する自動車等（自動車･軽自動車･オートバイな
ど）にタイヤロックを装着して運行不可能状態とする
差押えです。装着後、それでも納付に応じない場合は、
自動車等を引揚げて公売するなど、徴収の強化を図り
ます。 
 平成19年度の差押実績は69件（18,115,145 円）。平成
20年度は7月10日現在で9件（3,283,080円）実施してい
ます。また、今年4月に設置された幡多租税債権管理
機構へ59件（46,819,600円）移管しました。 
　納付が困難な場合は、税務課収納係まで早めにご連
絡いただき、納税の計画をご相談ください。 
  
                   ☆お問い合わせ☆ 
               税務課 収納係  　（82）1129

市税徴収強化のため 
     「自動車差押タイヤロック」導入 

　3月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届
いた方は、年金記録に「もれ」がある可能性が高い
方です。 
　まだ回答をいただいてない方がいらっしゃいます
ので、ご注意願います。 
　まず､｢ねんきん特別便専用ダイヤル｣にお電話く
ださい。結びつく可能性のある記録についての具体
的な情報を提供します。 
　 ねんきん特別便専用ダイヤル 　0570（058）555

　「ねんきん特別便」が届きましたら、年金記録に「も
れ」や｢間違い｣がないか十分にご確認いただき、必ず
ご回答くださるようお願いします。 
　「ねんきん特別便」を確実にお届けするためには､
正しい住所の届出が必要です。住所異動の際は、変更
の手続きを忘れずにお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　平成20年5月から、原則として社
会保険事務所の窓口で国民年金保
険料の現金領収を廃止することに
なりました。今後は、次の方法に
より納付していただきますよう、
ご理解とご協力をお願いします。 
①納付書による納付〈納付場所〉 
   全国の銀行･信用金庫･信用組合･労働金庫･農協･漁
　　協等の金融機関、郵便局、コンビニエンスストア 
                                 　　（納付書裏面に記載） 
②口座振替による納付〈申し込み手続きを行う窓口〉 
   全国の銀行･信用金庫･信用組合･労働金庫･農協･漁
　　協等の金融機関、郵便局、社会保険事務所　 
③クレジットカードによる納付 
　〈申し込み手続きを行う窓口〉社会保険事務所 
④電子納付（Pay-easy）が利用できます 
　　国民年金の納付書は、Pay－easy（ペイジー）対応の
　　ATM、インターネットバンキング等を利用して
　　納付することができます。 

☆お問い合わせ☆ 
　幡多社会保険事務所 　0880（34）1616 
　市民課 年金係  　（82）1111 内線255

平成19年度　市税等徴収率（現年度分） 

税　　　目 収納率（％） 

市　民　税 
法人市民税 
固定資産税 
軽自動車税 
入　湯　税 
固定資産税交付金 
た ば こ 税 
国民健康保険税 
 　　　計 

97.28 
99.82 
 94.61 
 95.83 
 100.00 
 100.00 
 100.00 
 94.95 
 96.01

　　　　　　　　納期限：9月１日(月) 
　　　　納期内の納入にご協力ください。  
　納期限までに完納しない場合は、納期日までの日数に 
応じた延滞金を加算して納付しなければなりません。 

８月の納税・納付 
 市　 県　 民　 税（ 第  2  期  分 ） 

 国民健康保険税（ 第  2  期  分 ） 
 介 護 保 険 料（ 第  2  期  分 ） 
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国保コーナー 長寿医療コーナー 

入院時食事代（食事療養費）の一部負担金額 

 

市民税課税世帯 

食事代（1食につき） 

市民税非課税世帯 
または高齢者の低所得Ⅱ 

市民税非課税世帯のうち 
高齢者低所得Ⅰ 

市民税非課税世帯 
または高齢者の低所得Ⅱ 
【長期入院（90日以上）の認定有】 

　70歳未満の方が入院をした場合、あらかじめ申請し
「限度額適用認定証」を医療機関に提示しておけば、
自己負担限度額を超えた医療費の支払いは、次の限度
額までとなります。 

　平成20年度の市民税非課税世帯の方は、入院時の食
事代等の自己負担額が減額される「標準負担額減額認
定証」の交付を受けることができます。 
　申請をした月の初日から有効ですが、申請が遅れた
場合や医療機関で「減額認定証」を提示せずに食事代
等を支払われた場合は、原則として入院時にさかのぼ
った差額分は払い戻しができませんので、お早めに申
請手続きをしてください。 

　なお、これまでに交付されている「減額認定証」は、
7月31日で期限が切れましたので、引き続き認定を希
望される方は、申請手続きをしてください。 
  
 申 請 場 所：市民課国保係･各市民センター 
 申請に必要なもの：国民 健康保険証、現在お持ちの「認
　　　　　　　　　　定証」（更新の方）、入院期間が90
　　　　　　　　　　日を超える方は入院期間を証明でき
　　　　　　　　　　るもの（領収書･病院の証明書など）、
　　　　　　　　　　印鑑 

※すでに「限度額適用認定証」をお持
　ちの方は、有効期限が平成20年7月
　31日までとなっておりますので、8
　月中に更新の申請をお願いします。 
※新たに入院される場合の申請は随時
　受付しています。 

　今年4月から、75歳以上の方（65歳以上で申請によ
り一定以上の障害があると認められた方を含む）の医
療制度が、後期高齢者医療に変わりました。 
 
 
　後期高齢者医療には各種医療費等の払い戻し制度があ
ります。医療機関で支払った1ヵ月の医療費が高額になり、医
療費の払い戻しが生じた場合には、高額療養費の通知書を
お送りしますので、市民課国保係または市民センターで申請
手続きをしてください。 
 ※手続 きが必要でない場合もありますので、次の①②③
　　にご注意ください。 
 ①手続 きは初回のみで、2回目以降は払い戻しが生じて
　　も手続きの必要はありません。後日、届け出をされている
　　指定の金融機関の口座に振り込まれます。 
 ②平成19年度 中に老人医療制度で払い戻し手続きを取
　　られている方は、再度の手続きは不要です。 
 ③ ただし、銀行の口座番号や口座名義人等の変更があ
　　った場合には、届け出をお願いします。 
 申請に必要なもの：被保険者証 、口座番号のわかるもの、
　　　　　　　　　　印鑑 
 

　平成20年度の市民税が非課税の世帯の方は、入院時の
食事代等の自己負担額が減額される「限度額適用･標準負
担額減額認定証」の交付を受けることができます。 
 申請をした月の初日から有効ですが、申請が遅れた
場合や医療機関で「減額認定証」を提示せずに食事代
等を支払われた場合は、原則として入院時にさかのぼ
った差額分は払い戻しができませんので、お早めに申
請手続きをしてください。 
 なお、これまでに交付されている「減額認定証」は、
7月31日で期限が切れましたので、引き続き認定を希
望される方は、申請手続きをしてください。 
申請に必要なもの：被保険者証、印鑑 
 
 
 

　すでに後期高齢者医療の被保険者となられた方や、
これから被保険者となられる方で、被保険者となられ
る前日に会社などの健康保険の扶養家族となっていた
方は、加入時から2年間は保険料が軽減されます。 
 ただし、保険料が軽減されるためには、後期高齢者
医療の被保険者となられたことで、会社などの健康保
険に、被扶養者（扶養家族）の資格の喪失届が提出され
ていることが必要です。この資格喪失届がすでに提出
されているかについては、会社または健康保険に加入
されているご家族（健康保険の被保険者本人）にご確認
ください。 
 （資格喪失届には住所や生年月日が正確に記載され 
     ていなければなりません） 
 なお、保険料が軽減されているかは、7月に送付さ
れた保険料額賦課決定通知書で確認できます。 

所得区分 

住 民 税  
非課税世帯 

上位所得者 

一　　般 44,400円 
83,400円 

 260円  

 210円  

 160円  

 100円  

24,600円 35,400円 

高額療養費等の払い戻し申請 

入院時の食事代等の自己負担額減額 
入院時の食事代等の自己負担額減額 
　　　　　 ～75歳未満の方へ～    

会社などの健康保険の被扶養者(扶養家族)から、 
後期高齢者医療の被保険者となられた方へ 

「限度額適用認定証」の更新は8月中に!! 
　　　　　～70歳未満の方へ～    

過去12ヵ月に高額療養費の支給が
3回までの世帯の自己負担限度額 

80,100円＋(総医療費-267,000)X1％ 
150,000円+(総医療費-500,000)X1％ 

4回以上の 
自己負担限度額 

☆お問い合わせ☆ 
 市民 課 国保係 　（82）1111 内線262
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健康・福祉コーナー 

8月・9月の健診・検診日程 

※健診当日は受診券・保険証が必要となります。 
 　（受診券がないと当日は受診できません） 
※会場が混雑しないよう、あらかじめ受診日に対象地区 
　を決めています 
　都合の悪い場合は、別の日程でも受診可能です。 

※当日は何も飲食せずにお越しください。 

 ※乳がん検診は受診票をお送りする方 
　（対象年齢で検診の申込済み）が対象となります。 
 

 ※今回の肺がんﾚﾝﾄｹﾞﾝ検診は今年度未受診者が対象です。 

実　施　日 実施場所 受付時間 

実　施　日 実施場所 受付時間 

実　施　日 実施場所 受付時間 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
健康推進課 保健推進係 　（８２）１１１１内線２６３・２１６ 

肺がんレントゲン検診 （対象：40歳～64歳） 

結核レントゲン検診（対象：65歳以上） 

８月２２日（金） 

社会福祉センター 

以布利漁民センター 

大岐福祉センター 

午前 ９：００～１０：００ 

午前１０：３０～１１：００ 

午前１１：２０～１１：５０ 

 

実施日 実施場所 受付時間 

【平成２０年度の検診・健診の年齢】 
　　平成２１年３月３１日現在における満年齢 
【受診結果について】 
　　がん検診の受診結果は、約１ヵ月後に異常が見
つかった方のみに通知します。 
【市が実施する検診を受診できない方】 
　・公務員 
　・健康診断を実施している事業所にお勤めの方 
　・各種検診対象年齢以外の方 
　・病院で現在受療中（治療中）や、すでに検査を
　実施した方 
　・土佐清水市に住民票を置いていない方 

 
 

８月２２日（金） 

下ノ加江市民センター 
（未受診者対象） 

午後 1：３０～ 1：5０ 

布老人憩いの家 
（未受診者対象） 

午後 ２：２０～ ２：４０ 

実施日 実施場所 受付時間 

特定健診等健診 (対象：40歳以上)

８月２８日（木）  

 

 ８月２９日（金） 

８月３０日（土） 

９月６日（土） 

 

社会福祉センター 

足摺岬小学校 

午前 ９：００～１０：００ 

午後 １：３０～ ２：００ 

 午前 ９：００～１０：００ 

午後 １：３０～ ２：００ 

 午前 ９：００～１０：００ 

午前 ９：００～１０：００ 

 

マンモグラフィ（乳がん）検診 （対象：40歳以上偶数年齢） 

８月２６日（火）  布小学校 
受診票に記載された 

時間にお越しください 

 

子宮がん検診 (対象：20歳以上偶数年齢)

８月２１日（木） 

 

９月２日（火） 

 

９月３日（水） 

松尾小学校 

足摺岬小学校 

 
 
 
社会福祉センター 

午前 ９：００～９：３０ 

午前１０：３０～１１：００ 

午前 ９：３０～１０：３０ 

午後 １：００～２：００ 

午前 ９：３０～１０：３０ 

午後 １：００～２：００ 

胃がん検診 (対象：40歳以上)

８月６日（水） 

９月１０日（水） 

 

下川口小学校 

窪津区長場 

午前 8：００～９：００ 

午前 8：００～９：００ 

 

実　施　日 実施場所 受付時間 

料金：１,０００円（４０～６４歳）・６５歳以上は無料 料金：６００円 

料金：６００円 

料金：９００円 

8

老年病科 
〔第１〕 第一内科 

 
第二内科 
〔第２〕 

 
皮 膚 科 

眼 科  
泌 尿 器 科  
整 形 外 科  
老年病科〔第１・2・４〕 
耳鼻科〔第２・３・４〕 
第ニ内科〔第４〕 
第三内科〔第３〕 
診療内科〔第２〕 

眼科〔第1・2・4・5〕 
耳 鼻 科  
〔第１・５〕 
整形外科〔第1・2・4・5〕 
老 年 病 科  
〔 第 ２ 〕 

 
 

料金：２００円 

料金：無料 



健康・福祉コーナー 

平成２０年８月号  広

報

 

※上の期間中または時間内に来られない方は、必ずお 
　早めにご連絡ください。 
児童扶養手当とは 

～必要な書類は対象者に送付します～ 

福祉タクシー事業を行っています 

　児童扶養手当を受給されている方は次の期間中に手続
をしてください。提出がなされない場合、今年の8月分
からの手当が受けられなくなりますのでご注意ください。 

　特別児童扶養手当を受給されている方は、8月分以降
の受給資格の有無を確認するため、所得状況届の提出
をお願いします。 
　必要な書類は対象者に送付します 
　受付期間：8月11日(月)～9月10日(水) 土・日を除く 
　受付場所：福祉事務所福祉児童係（市役所1階⑦番窓口）、
　　　　　　各市民センター 
　特別児童扶養手当とは 
　精神又は身体に障害を有する児童について、特別児
童扶養手当を支給することにより、障害児の福祉の増
進を図ることを目的としています。 
　対象者は20歳未満の障害のある児童の父母・又は父
母にかわって養育をしている方です。 

　次にあげる児童（18才に達する日以後最初の3月31日までの間
にある者又は一定の障害の状態にある20才未満の者）を監護し
ている母、または母にかわってその児童を養育している者に対して
支給されます。 
・父母が離婚・父が死亡・父が重度の障害・父が生死不明・　　
父から1年以上遺棄・父が1年以上拘禁・未婚の母子など。 
※母が結婚したり（事実婚を含む）、公的年金を受給するようにな
　ったり、児童が施設に入所するなどの場合は手当を受けることが
　できなくなりますので、すぐに届け出てください。 
※この手当には受給者本人と同居親族の所得制限があります。 
 受給者本人 が届出においでください。 

　現況届を提出することとされている平成20年8月において、児童
扶養手当の受給から5年を経過する等の要件に該当している方は、
児童扶養手当一部支給停止適用除外事由届出書と添付書類の
提出が必要です。 
　該当者には事前に通知を送付しておりますので、未提出の方は
現況届と併せて提出してください。 
※手続きを行わなかった方は、児童扶養手当の2分の1が支給停
止となることがありますので、必ず手続きをするようにしてください。 

児童扶養手当一部支給停止適用除外事由届出書 
 

　障害のある方が外出の際にタクシ
ーを利用する場合、運賃の一部を助
成することで、社会活動の範囲を広
め、福祉の増進を図ることを目的と
して「福祉タクシー等事業」（タク
シーチケット）を行っています。 

チケット交付対象者 
　　市内在住の方で、次のいずれかに該当する方を対
　象に年間12,000円（500円券24枚）のタクシーチケッ
　トを交付いたします。 
　※入院中の方、施設に入所している方及び市外のグルー
　　プホーム等を利用されている方は対象となりません。 
　①身体障害者手帳の交付を受け、視覚障害１級の方 
　②身体障害者手帳の交付を受け、肢体不自由（上肢･
　　下肢･体幹）障害1～3級の方 
　③身体障害者手帳の交付を受け、じん臓機能障害に
　　よる人工透析を受けている方 
　④療育手帳の交付を受け、障害の程度がＡである方 

利用できる事業者 
一般のタクシー会社 
   ・（有）足摺交通　　　　　元町7-11　　  （82）1400 
   ・（株）足摺ハイヤー　　　汐見町4-23  　（82）1100 
   ・叶　観光ハイヤー　　　貝ノ川971　　（87）0106 
   ・（有）西南ハイヤー　　　下川口950-3 　（86）0020 
  ・竜 串見残観光ハイヤー（有）竜串1-8　 　　（85）0331  
介護タクシー会社（利用できる区域等に制限がありますの
　　　　　　　　　　で、各事業者に確認してください） 
   ・亀の子介護タクシー　三崎浦2-16-12 　（83）1044 
   ・介護タクシーサザンクロスしみず 
   　　　　　　　　　 ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ416-651 　（83）0066

児童扶養手当のお知らせ 
～現況届の手続きは毎年必要です～ 

特別児童扶養手当のお知らせ 
～所得状況届の提出をお願いします～ 

８月１５日（金） 

 

８月　１日（金）～  
　　８月２０日（水） 
　（土･日を除く） 

福祉事務所 福祉児童係 
（市役所1階⑦番窓口） 

下ノ加江市民センター 

三崎市民センター 

下川口市民センター 

　８：３０～１２：００ 
１３：００～１７：３０ 
 
　９：0０～１1：００ 

１１：３０～１４：００ 

１４：３０～１６：３０ 

受付期間 場　　　所 時　　間 

☆お問い合わせ☆ 
福祉事務所 福祉児童係 　（82）111８ 

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆様へ 
　平和記念事業特別基金では、いまだ請求されてい
ない恩給欠格者･戦後強制抑留者･引揚者の「ご本人」
に、『特別慰労品』を贈呈しています（ご遺族の方
は対象とはなりません）。「引揚者」は終戦の日ま
で引き続き1年以上外地で生活していて戦後引き上
げてきた家族全員が対象です。 
　請求書等は福祉事務所（市役所1階⑦番窓口）に
あります。まだ請求されていない方は早急に請求し
てください。 
　対 象 者：恩給欠格者、戦後強制抑留者、 
             　引揚者のご本人 
　請求期限：平成21年3月31日 
※資格要件等に関するご相談･お問い合わせは、 
　独立行政法人平和記念事業特別基金まで。 
           フリーダイヤル 0120（234）933 
　受付時間：午前9時15分～午後5時15分（土日祝日を除く） 
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健康・福祉コーナー 

精神科医師による 心の健康相談 
　ひとりで悩んでいませんか？ 

　人とのつきあいがどうもうまくいかない。いろんな
ことを考えてしまってよく眠れない。なにをするにも
いやになり、家に閉じこもっている日々が続いてい
る・・・など、心にゆとりがなくなって悩んだりして
いませんか？ 
　そんなとき、お気軽にご相談ください。 
 

※土佐清水市内での出張相談を行う場合もありますので、
　お申し込みの時にご相談ください。 
　出張の場合は、午後2時～3時30分まで 
・申し込みが多数の場合は、次回になることもありま
　すのでご了承ください。 
・保健師・相談員による相談は、随時受け付けています。 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
幡多福祉保健所 健康障害課　 0880（34）5124 

相談医：精神科嘱託医 

☆お近くの献血会場へお越しください☆ 

日程 

８月２６日（火） 

締切日 

８月２１日（木） 

時間 

午後1:30～ 
　　　　3:00

場所 

実　施　日 実施場所 受付時間 

幡多福祉保健所 
四万十市中村山手通19

８月２０日（水） 

８月２１日（木） 

サニーマート 

中央公民館 

８月２２日（金） 市　役　所 

午後１：３０～４：３０ 
 
午前９：００～午後０：３０ 
 
午後１：３０～５：００ 
 
午前９：００～正午 

献血バスがやってきます 保育園に 
あそびにきませんか 

園庭開放  
8月の予定 

(時間：午前9:30～11:30)

8月 6 日（水） 

8月 8 日（金） 

8月13日（水） 

8月13日（水） 

8月19日（火） 

8月20日（水） 

8月22日（金） 

 

健康推進課 保健推進係 　（82）1111内線263　 

下川口保育園　　（８６）０１０６ 

下ノ加江保育園　　（８４）０８６８ 

中　　浜保育園　　（８２）９０１７ 

浦　　尻保育園　　（８２）２２４８ 

旭　　　保育園　　（８２）０５２０ 

足摺岬保育園　　（８８）０１４４ 

三　　崎保育園　　（８５）０１５３ 

 

 

 

園　　　　　名 実　施　日 

8月 1 日（金） 
8月 5 日（火） 
8月 7 日（木） 
8月14日（木） 
8月21日（木） 
8月28日（木） 
8月29日（金） 
 
 
 

内　　　　　容 実　施　日 

子育て支援センター「どんぐりっこ」 

※8月の「おやこ広場　ほほえみ」は、 
　4日・11日・18日・25日の 
　午前9：30～11：30です。 
 

(時間：午前9:30～11:30) 
 

健康推進課保健指導係 　（82）1111内線232

育 児 相 談  

8月の日程は、下記の通りです。 
　　　　 　（時間：午前10：00～11：00） 

実　施　日 場　　　　　所 

8月 6 日(水) 

8月 8 日(金) 

8月22日(金) 

8月27日(水) 

 

下川口保育園 

下ノ加江保育園 

 三 崎 保 育 園  

子育て支援センター「どんぐりっこ」 

※母子手帳とバスタオルをご持参ください。 
　困っていること、心配なことなどなんでも相談してください。 

☆お問い合わせ☆ 
子育て支援センターどんぐりっこ 

市内浜町６-２２清水保育園内 　（８３）００３３ 

ほ っ と タ イ ム  
ぴ よ ぴ よ ク ラ ブ  
水あそび・プールあそび 
し ゃ ぼ ん 玉 遊 び  
水あそび・プールあそび 
お　　誕　　生　　会  
ぴ よ ぴ よ ク ラ ブ  

　高知県では、近年献血者数が
減少し輸血用の血液不足により
県外の血液センターに頼ってい
る状況です。 
　皆さんの血液で尊い命が救わ
れます。ご協力をお願いします。 
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市民図書館新着図書 
一般図書  

市民図書館 　（82）4151

   荒野　　　　　　　　　　　　 桜庭　一樹　　
   傀儡　　　　　　　　　　　　 坂東　眞砂子 
   藤沢周平と江戸を歩く　　　　 高橋　敏夫　　 
   家族の昭和　　　　　　　　　 関川　夏央 
   切羽へ　　　　　　　　　　　 井上　荒野 
   義弟　　　　　　　　　　　　 永井　するみ 
   RURIKO　　　　　　　　　　 林　真理子 
   やつらを高く吊せ　　　　　　 馳　星周 
   金色の野辺に唄う　　　　　　 あさの　あつこ 
   エースの品格　　　　　　　　 野村　克也　　
   知をみがく言葉　　　　　　　 ﾚｵﾅﾙﾄ゙ ･ﾀ゙ ･ｳ゙ｨﾝﾁ 
   田舎暮らしに殺されない法　　 丸山　健二　 
   ロングセラーの発想力　　　　 齋藤　孝  
   自立農力　　　　　　　　　　 尾崎　零 
   冷たいお菓子のレシピ　　　　 渡部　和泉　 
   おつまみ横丁　　　　　　　　 編集工房桃庵 
   漢方ポケット図鑑　　　　　　 宮原　桂 
   貧困と愛国　　　　　　　　　 雨宮　処凛 
   だまされることの責任　　　　 佐高　信 
   良寛（別冊太陽）　　　　　　 平凡社 
   悩む力　　　　　　　　　　　 姜　尚中　 

   ともだちは緑のにおい　　   　工藤　直子 
   ｸﾞﾘｰﾝ・ﾉｳの煙突　　　　   　 ﾙｰｼｰ･M･ﾎﾞｽﾄﾝ 
   五月は花笠！　　　　　　   　後藤　竜二　　　 
   ぼくらのサマーキャンプ　　   芝田　勝茂 
   オーケストラ大図鑑　　  　　 東京ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団 
   チームふたり　　　　　   　　吉野　万理子 
   かぶと三十郎　　　　       　 宮西　達也 
   むしのもり　　　　　       　 タダ　サトシ 
   100かいだてのいえ　　　   　 いわい　としお 
   （他多数） 

市民図書館のすべての蔵書はインターネットホーム 
ページからも検索できます。 
アドレス http://shimintosho.city.tosashimizu.kochi.jp/

児童・中高生図書 
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日曜営業ガソリンスタンド  月 日  

８／ 3（日） 

８／10（日） 

８／17（日） 

８／24（日） 

８／31（日） 

９／ 7（日） 

松谷内科 

渭南病院 

松谷内科 

松谷病院 

渭南病院 

松谷病院 

 

栄　町 

越前町 

栄　町 

天神町 

越前町 

天神町 

 

（８２）１３７７ 

（８２）１１５１ 

（８２）１３７７ 

（８２）０００１ 

（８２）１１５１ 

（８２）０００１ 

 

仙 石 石 油（下ノ加江）・たけだ石油（元　町）・日新石油（三崎） 
江 口 石 油（大　　岐）・福 山 石 油（足摺岬）・三浦石油（三崎） 
　 　 　 　 　 　 　 　 自  由  営  業  
橋 詰 石 油（下ノ加江）・久 松 石 油（越前町） 
安 田 石 油（下ノ加江）・カネニ石油（以布利）・日新石油（三崎） 
溝 渕 石 油（旭　　町）・三 浦 石 油（三　崎） 

８／３（日） 
８／１０（日） 
８／１７（日） 
８／２４（日） 
８／３１（日） 
9／ 7（日） 
 
 

8月（葉月－はづき） 

月　日 当番医 

※当直医に変更がある場合があります。電話等で確かめてから行きましょう。 

住　所 電　話 

市民の動き 
平成20年6月30日現在 

総数 

17,226
（－26） 

男 

8,031
（－16） 

女 

9,195
（－10） 

死亡 

22
（+1） 

世帯数 

8,216
（－11） 

出生 

7
（－4） 

         
■
第
43
回
土
佐
清
水
市
夏
季
大
学
講
座 

☆
８
月
10
日（
日
）※
閉
講
式
は
午
後
９
時 

 

（
講
談
師
）
神
田
　
紅 

●
主
　
催
　 

　
土
佐
清
水
市･

土
佐
清
水
市
教
育

　
委
員
会･

高
知
新
聞
社･

Ｒ
Ｋ
Ｃ
高

　
知
放
送 

●
開
　
演
　
午
後
７
時
30 
分 

●
テ
キ
ス
ト
代
　
１
０
０
０
円 

 

（
※
１
冊
で
１
世
帯
ま
で
入
場
可
） 
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８
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Ｏ
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ず 

●
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演
　 

　
①
午
後
２
時（
開
場 

午
後
１
時
30
分
） 

　
②
午
後
６
時（
開
場 

午
後
５
時
30
分
）

●
入
場
料 

〈
全
席
指
定
〉       

　 

　
親  

子  

券

３
５
０
０
円  

            

（
当
日
４
０
０
０
円
） 

　
　
一
般･

高
校
生

２
５
０
０
円  

            

（
当
日
３
０
０
０
円
） 

　
　
中
学
生
以
下

１
５
０
０
円  

            

（
当
日

２
０
０
０
円
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■
８
月
21
日
（
木
） 

 

２
０
０
８ 
山
本
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二  

 

　
　
　
ス
ペ
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●
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●
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自
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●
お
問
い
合
わ
せ
　
マ
ツ
オ
サ
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ン
ド
 

 
　
０
８
８
０
（
74
）
０
４
０
０
 

 
 

■
８
月
22
日
（
金
）
 

 
土
佐
清
水
市
教
育
研
究
集
会
 

 
講
師
　
佐
藤
比
呂
二
 

 
（
東
京
都
立
し
い
の
木
特
別
支
援
学
校
）
 

●
主
　
催
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会

　
　
･
土
佐
清
水
市
教
研
推
進
委
員
会
 

●
開
　
演
　
午
前
９
時
30
分
 

●
入
場
料
　
無
　
料
 

◆
８
月
19
日
（
火
）
 

 
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
」
一
般
無
料
開
放
日
 

●
時
間
 
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

※
利
用
希
望
者
は
文
化
会
館
ま
で
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

9月（長月－ながつき） 
日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

 

防災の日 

 

犬猫保護（市役所環境課） 

 

 
市民防災の日 
 

 

紙　芝　居 

映　画　会 

 

１１：００ 

 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 図　　書　　館 行　　　　　　　　事 

休
日
当
直
医 

■
８
月
31
日
（
日
）
 

 
映
画
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
 

　
　
　
　
妖
精
リ
ン
リ
ン
の
ひ
み
つ
 

●
主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず
 

●
開
　
演
　
①
午
前
10
時
 
②
午
後
１
時
 

●
入
場
料
　
親
子
券
 
１
５
０
０
円
 
 

 
 
 
 
 
（
当
日
 
２
０
０
０
円
）
 

 
 
一
般
･
高
校
生
 
１
０
０
０
円
 

 
 
 
 
 
（
当
日
 
１
５
０
０
円
）
 

 
 
 
中
学
生
以
下
 
　
８
０
０
円
 

 
 
 
 
 
（
当
日
 
１
０
０
０
円
）
 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

 

11:00

14:00

11:00

映　画　会 

14:00 紙　芝　居 

紙　芝　居 

紙　芝　居 

映　画　会 

14:00

11:00

紙　芝　居 

読み聞かせ 

14:00

11:00

紙　芝　居 

読み聞かせ 

映　画　会 

休館　図書整理日 
14:00

11:00

あしずりまつり前夜祭（足摺岬）・水の日 

立秋・鼻の日 

 

あしずりまつり 

11:00

10:00

10:00

終戦記念日 

行政相談（市役所市民室） 

犬猫保護（市役所環境課） 

防災週間（９月５日まで） 

海遊館以布利センター一般公開 

犬猫保護（市役所環境課）・広島平和記念日 

年金相談（市役所市民課） 

長崎原爆の日 

9:00

11:00

曜日 図　　書　　館 行　　　　　　　　事 

（
当
日
 
６
０
０
０
円
）
  

 
 
 
（
当
日
 
４
０
０
０
円
）
  

文化会館 
ご 案 内  

市民文化会館 



7/6竜串桜浜海水浴場 海びらき 

7/20 海の元気まつり 
あしずり港 海の駅前 

海を満喫！！ 夏の イベント風景 夏の イベント風景 


